
文部科学省認可大学通信教育

学習のしおり
〈図書館司書課程 科目等履修生〉

☆このしおりには、様式集が掲載されています。

☆巻末様式⑧「教育訓練給付制度支給要件調査」のご提出をお願いします。

☆修了にあたっては、巻末様式⑥「修了予定届」等のご提出をお願いします。

令和6年度
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建学の精神
　聖徳学園の創設者川並香順先生は、岐阜県日置江村の淨土真宗大谷派に属する亀甲山光衆寺で明治31（1898）年に出
生しました。六歳で得度し淨土真宗の僧籍を取得しました。光衆寺歴代の僧は、淨土真宗の教導師として全国に出張し
て布教活動を続けており、また光衆寺では、寺子屋を開き子どもたちに読みかきを教えています。
　大正７（1918）年、香順先生は、父・泰順の没後、光衆寺を相続しますが、大正10（1921）年３月真宗大谷大学を卒業
すると、郷里に帰ることもなく上京し、大田区大森に亀甲山光衆寺大森説教所を開き、日曜学校なども開き親鸞の教え
などを広めております。同時に財団法人協調会に勤務し、その後東京市にうつり、社会奉仕の業務に献身的な努力を重
ねております。
　昭和２（1927）年９月、香順先生は愛知県の高等女子学校で教鞭をとられていた高橋孝子先生と結婚します。そして、
昭和６（1931）年１月、待望の長女が誕生します。香順先生は、やすらかに成長して欲しいと願いを込めて「泰子」と命
名しています。しかし、思いもかけない不幸が突然おそいます。
　昭和８（1933）年１月、満二歳の誕生日を迎えたばかりの泰子が結核性脳膜炎で急逝したのです。夫妻はただ茫然と
するばかりでしたが、しかし深い悲しみの中にあって、わが子に注ぐ愛と夢を広く世間の子どもたちの健全な教育に捧
げることが、わが子を「生かす」道ではないかと悟るに至りました。
　こうして、香順・孝子両先生は、その年の昭和８（1933）年４月に、東京市大森区（現大田区）新井宿に「聖徳家政学園」
と「新井宿幼稚園」を開設するに至りました。そして、その学園の運営にあたっては、聖徳太子の“和を以て貴しと為す”
とする17条の憲法に示されている「和」の表現を建学の精神とすることと定めました。
　「和」という表現の中には「人を思いやり尊重することにより、他人との調和を大切にし、かけがえのない絆を築きあ
げる」という意味が込められています。それは私たちにとって、過去・現在にかかわらず何事にも代える事のできない大
切なことです。
　本学園では、学生に対して豊かな人間性を持ち続け、社会の高度化に適応できる人材の育成にあたるという強い理念
をもっています。そこには、専門的な知識や高度な技術の修得はもとより、人間形成の中で最も大切な「人と人との絆」「人
と人との出会いの大切さ」と言ったような、心の教育すなわち「人間教育」を実践することにより、心ゆたかな人材の誕
生育成を目指しています。
　通信教育部では、レポートの通信添削や年に数回実施するスクーリングを通じて、担当教員と学生との交流を特に大
切にしています。学科によって、専門性にはそれぞれの相違がありますが、通信教育部の教育方向は、すべて「人びと
を支える人材を育む」という想いのもとに開講されています。造詣の深い先生方、年令や経歴の異なるさまざまな学友
と触れ合うことによって、人間としての必要性、重要性を感じとって頂ければと願っています。
　幼稚園から大学院までを含む総合学園として、独自の教育を築き上げてきた東京聖徳学園。そこには、心豊かな人材
を育成するための理想的な教育環境が整備され形成されています。

やすこ
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ようこそ “聖徳大学短期大学部” へ
　聖徳大学短期大学部通信教育部は、大学教育を広く社会に開放して、皆さんに教育を受
ける機会を均等に実行するため、学校教育法に基づいて開設したものであり、図書館司書
資格が取得できるよう正式に文部科学省の認可を受けたものであります。
　通信教育は、通信による個人的直接指導を主体としていますが、働きながら学ぶ人もあり、
学友や直接教師に接する機会の少ない人、大学から遠く離れた所に住んでいる人々等、学
習条件は様々です。それだけに、皆さんが各自の学習条件を生かして履修を進めていかれ
るように、本しおりの事項は十分熟読し、それらに習熟することを切に望みます。いろい
ろな規則、手続をよく知っていれば、手続的なことでつまづいたりせず、あなたの学習を
よりスムーズに進めることができます。
　この学習のしおりは、あなたが資格取得の栄冠を勝ち取るまで、また科目等履修生を終
えるまでの相談相手です。これから送られる刊行物と共に、常に座右において、学習の助
けにしていただきたいと思います。

※　この学習のしおりは司書課程（科目等履修生）に限定したものです。

令和６年度 各種手続日程は在学生向けホームページにてご確認ください。
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申込み方法については、
右上にあるアイコンで
確認してください。

専用の様式があります。
本誌巻末または在学生向けホームページからダ
ウンロードし、提出してください。

…専用のマニュアルがあります。配本
しているWebマニュアルまたは在学
生向けホームページから参照してく
ださい。

該当ページを参照してください。

Web
マニュアル

ようこそ “聖徳大学短期大学部” へ
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学習の心構え
　通信教育は、自ら学ぶものであり、ひたむきな向学心を満たすために作られたものです。自宅で、通勤電車
の中で、あるいは早朝に、あるいは深夜に、読書の時間を求め、自学自習により学ぶ方法です。学習上の相談
には通信教育学務課が対応しますが、学習の時と場所の選択など、具体的な学習は各自の創意と工夫によらな
ければなりません。こうした中で難しい問題にぶつかり、気持ちに落着きがないまま勉学を怠ってしまわぬよ
う、心の持ち方を自主的に解決する必要があります。常に読書の習慣をつくり、学習を軌道にのせ、いったん
入学した以上は、学問への情熱を、多少の困苦によって失うことなく、初志を貫徹するため努力を行ってくだ
さい。
　この心構えによってこそ学業の完成があり、立派な業績もあげられるのです。大いに奮起して十分に学力を
身につけ、修了していただきたいのです。本学はもちろん、社会においても、皆さんの努力に対してその前途
を期待しております。

計画的な学習を行うこと
　ものいわぬテキスト相手に、その得手、不得手によって、ページをめくるごとに未知の世界を踏破する喜び
もあれば、思わず驚嘆の声をあげたくなる科目もあることでしょう。しかし、何日も、何か月も興味のわかな
い、いやな、難解な科目もあるかと思います。こうした時はじめて全力を出してこれを踏み越えていかなけれ
ばなりません。人には人それぞれの勉強のペースがあります。いかなる時間を勉強の時間にあてるかよく考え、
そして計画をたて、学習を継続していくことが必要です。皆さんが通信教育で学ばれる以上、この勉強の習慣
を身につけることです。計画的に学習を行うということを常に念頭において、家庭にあっても、社会にあって
も、計画なしでは充実した生活はできません。計画をたて、その計画を創意工夫して実行に移す、この企画力
の豊かな人ほど社会から尊重されるのです。これは簡単にできるようで、なかなかたいへんなことです。しか
し、この計画的な一つ一つは、必ず身についていくものです。あなた以上に忙しく、理解力に乏しく、あなた
以上に困苦に耐えている学友が、その同じ時間に全国にはたくさんいることを忘れてはなりません。みんな大
なり小なりの違いはあっても、奮起して勉学にいそしんでおります。くじけず、頑張って努力してください。

テキストの学び方
　教材が配付されたら、よく目を通し、科目内容の骨組を知るとともに、内容の重要な個所や、難解な語句の
解説をよく読み、レポート課題のまとめ方を十分に考え、慎重に、読み違いや早合点をすることのないように
注意することです。そして、最後の総仕上げであるレポート作成に万全を期してください。
　テキストの章の終わりに研究問題や、自由問題等がありますが、これに答え、それに満足できるようでした
ら、もう十分理解しているわけですし、もしそれができないようなら、それは理解が不十分な証拠です。その
場合、そのまま進めていきますと、思わぬ不覚をとることになります。十分理解ができるまで繰返し、繰返し
勉強してください。加えてテキストの中に指示してある参考書などを十分研究してください。
　学問は、新しい目でものを見、研究するところに成果があり、われわれが独創とか自分の考えとかいってい
るのは、そういうことです。文献などはこまめに、できるだけ広く読むことが大事なことです。
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単位の修得について
　大学における1単位とは、一般的に教室における毎週1時間15週の講義と、その講義1時間に対して2時間
の予習・復習時間を必要としたものです。演習・実習のような科目は、予習復習の時間が1時間と短くなって
いるかわりに、45時間の授業が1単位となっています。通信教育では、大体この１単位から2単位が教材の１
冊分に相当します。
　通信教育は授業の方法として、配付された教科書を中心に自宅で学習する「通信授業」と、ある一定期間、
大学に登校して授業を受ける「面接授業（スクーリング）」（Webスクーリング含む）の2通りで学習が進めら
れます。

通信授業

　（1）　レポートの成績

　（2）　科目終了試験の成績（最終評価）

　　�　の２つによって判定されます。レポートだけ提出してそれがどんなによい成績であっても、科目終了試
験に合格しなければ単位は認められません。また、原則として科目終了試験はレポートの合格がないと受
験することはできません。単位の修得は１単位ずつではなく、１科目ごとにまとめて修得することになり
ます。

面接授業（スクーリング）（Webスクーリング含む）

　この単位は、スクーリングの科目を受講して、その科目の授業（通常１単位または２単位開講されます）中
に行なわれるスクーリング試験に合格すれば、その科目の１単位または２単位を修得したことになります。

10〜13頁参照

14〜18頁参照

19〜25頁参照
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１	 教育課程　図書館司書課程

区分 科目
コード 科　目　名 単位数

レポート 試験・スクーリング
評価第１課題 第２課題

専
　
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
　
教
　
　
　
　
　
　
育
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
目

通
　
　
　
　
　
信
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

N142 生 涯 学 習 概 論 ２

N143 図 書 館 概 論 ２

N145 図 書 館 制 度 ・ 経 営 論 ２

N146 図 書 館 サ ー ビ ス 概 論 ２

N147 情 報 サ ー ビ ス 論 ２

N148 児 童 サ ー ビ ス 論 ２

N208 図 書 館 情 報 資 源 概 論 ２

N152 情 報 資 源 組 織 論 ２

N210 図 書 ・ 図 書 館 史 ２

面
　
　
　
接
　
　
　
科
　
　
　
目

N207 図 書 館 情 報 技 術 論 ２

N149 情 報 サ ー ビ ス 演 習 Ⅰ １

N150 情 報 サ ー ビ ス 演 習 Ⅱ １

N153 情 報 資 源 組 織 演 習 Ⅰ １

N154 情 報 資 源 組 織 演 習 Ⅱ １

N155 図 書 館 サ ー ビ ス 特 論 ２

計 15科目 26単位

※単位修得状況表（本人確認用）としてお使いください。
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２	 履修順序

　通信科目の履修順序は、原則として下記の番号順に従ってください。（複数の教科を同時に取り組むことは
可能です。その結果、修得順序が履修順序通りにならなくてもかまいません。）

	 ①　図書館概論	 ⑥　図書・図書館史

	 ②　情報資源組織論	 ⑦　図書館サービス概論

	 ③　情報サービス論	 ⑧　児童サービス論

	 ④　生涯学習概論	 ⑨　図書館制度・経営論

	 ⑤　図書館情報資源概論

　また面接科目（スクーリング）を受講するためには、下表の科目をあらかじめ単位修得済であることが必要
な科目があります。

面接科目（スクーリング） 受講前に修得すべき
通信科目

受講前に受講すべき面接科目
※同時期受講可

N207　図書館情報技術論

N153　情報資源組織演習Ⅰ N152　情報資源組織論

N154　情報資源組織演習Ⅱ N152　情報資源組織論

N149　情報サービス演習Ⅰ N147　情報サービス論

N150　情報サービス演習Ⅱ N147　情報サービス論

N155　図書館サービス特論 N150　情報サービス演習Ⅰ

※�「情報サービス演習Ⅰ」は、「情報サービス演習Ⅱ」を受講する同時期スクーリングまでに受講することが
望まれます。
※�「情報サービス演習Ⅰ」は、「図書館サービス特論」を受講する同時期スクーリングまでに受講することが
望まれます。
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　通信教育の授業は、教材と補助教材の配付によってはじまります。

１	 教材

　通信授業科目の教科書（テキスト）を指します。
　図書館司書課程　科目等履修生は、全ての通信授業科目教材を、受講開始時に配付します。

２	 補助教材

（1）『学習のしおり（本書）』
　�　入学時、授業開始から修了するまでの履修方法やシラバス・レポート課題、
各種事務手続きなどを掲載しています。
　※オンラインでも閲覧可能です。
　�　本学ホームページ（https://tk.seitoku-u.ac.jp/）の［在学生の方へ］より
閲覧ならびに印刷も可能です。
　※次年度以降は在学生向けホームページよりご確認ください。

（2）『Webマニュアル（第４版）』
　�　在学生向けホームページから閲覧してください。
　�　各種申込みの仕方やWebレポート、Webスクーリング、Office365の使い
方をまとめて掲載しています。
　※入学年度のみ配付します。
　※�令和５年度までの入学生は引き続き『Webマニュアル』第３版と『科目終
了試験マニュアル』第２版をお使いください。

（2）『Webマニュアル（第４版）』

（1）『学習のしおり（本書）』



受講料について

8　　令和６年度『学習のしおり（司書）』

３．受 講 料 に つ い て
履
修
に
つ
い
て

教
材
に
つ
い
て

受
講
料
に
つ
い
て

学
習
の
流
れ

レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

科
目
終
了
試
験
に
つ
い
て

　学費は次の通りです。大学から振込用紙を送付しますので、指定の期日までに最寄りの銀行より振り込んで
ください。指定の期日は振込用紙に記載されています。

１	 科目等履修生納入金

①　図書館司書資格科目等履修（令和６年度）
　　　　登　録　料　　　　　　30,000円（継続手続により２年間有効）※

　　　　受　講　料　　　　　　94,000円
　　　　通信科目教材費　　　　19,330円
　　　　試験受験料　　　　　　  8,000円
　　　　合　　　計　　　　　　151,330円
　　　　※SEITOKU指定施設推薦奨学制度のご利用の方は、登録料金30,000円が減額されます。
②　その他（参考　令和５年度実績）
　　　　スクーリング受講料　　84,000円（６科目）
　　　　スクーリング教材費　　  5,500円（税込）
　　　　※教材費は受講時期により異なります。

２	 スクーリング受講料等の納入について

　スクーリング受講料等の学費を納入するときは、納入時期までに所定の振込用紙を送付しますので、最寄り
の銀行にて振り込んでください。
　何らかの事情により入金が遅れる場合は、事前に通信教育学務課まで連絡してください。

３	 証紙について

　在学中には種々の届出・手続きが、必要に応じて頻繁に行われます。その都度、手数料などの払込を郵便局
まで出向くと、そのための時間や経費が大変かかります。その手間を省くために証紙があります。
　証紙は、窓口で各種証明書発行および受講証再交付等を申込む際に必要ですので、必要に応じて購入してお
いてください。
　証紙の購入方法は、登校の際、クリスタルホール（８号館）エントランスにある「POS券売機」で購入し
てください。

〈注意事項〉
※�「交通系ICカード」（交通系電子マネー含む）でのお支払いとなりますので、ご自身所有の「交通系ICカード」
（下記のいずれか）に事前にチャージのうえ、購入をしてください。（大学にもチャージ機がございますが、
月末日等は集金のため停止していることがあります）現金でのお支払いはできません。
※�１回分の証明書申込、ピアノ実技試験受験申込に利用する場合は、「POS券売機」にて発行されたレシート
を証紙の代わりとして申込書の証紙貼付欄に貼り付けてください。
※�２回分以上をまとめて購入される場合は、「POS券売機」にて１回分ごとに購入・レシートを発行するか、
まとめて購入したレシート発行後、通信教育部事務室にて【証紙（回数分に分割したもの）】の発行を受け
てください。１回分ごとに分割した【証紙】をお渡しいたします。

〈ご利用いただける「交通系IC カード」（交通系電子マネー）〉
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本学

本学

本学

本学

本学

学生 学生

学生

学生

学生

学生

学生

学生

学生

学生

学生

学生

学生

テキスト教材を
受取り

（大学から送付）、
自宅で学習

レポート課題提出

科目終了試験の
申込み

（レポート提出後）

レポート
合格

レポート
不合格

受験許可
通知の
送付

受験
不可

科目終了
試験
合格

科目終了
試験
不合格

受講
不可

科目終了
試験
合格

科目終了
試験
不合格

科目終了試験
受験

単位修得

〈通信科目〉 〈面接科目（スクーリング）〉

受講の申込み

受講条件の無い科目
（スクーリング単位のみ）1

受講の申込み受講許可証、
振込用紙の送付

受講科目を確認後、
受講料を納入

使用教材、
講義概要を確認

スクーリングを
受講

合格の場合
単位修得

指定期日までの
科目終了試験を

受験

指定科目の科目終了試験
合格が受講条件の科目2

受講許可証、
振込用紙の送付

受講科目を確認後、
受講料を納入

使用教材、
講義概要を確認

スクーリングを
受講

スクーリング成績が
合格で単位修得

成績の送付
夏：10月中旬～
冬： 2 月中旬～
春： 4 月中旬～

成績の送付
夏：10月中旬～
冬： 2 月中旬～
春： 4 月中旬～
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レポートのまとめ方1

　課題ごとにレポートをまとめて、提出しなければなりません。通信科目の場合、このレポートを提出して合
格することと、科目終了試験に合格することが、その科目の履修を完了するための条件です。即ち、皆さんは、
テキストを基に勉強し、レポートを提出し、科目終了試験の合格という順序になるわけです。レポートは通信
教育の最も中心的なものであって、自分の研究したことをまとめて報告するということです。しかし、通信教
育の場合は、研究の事柄が初めから規定されておりますから、自由研究は許されていません。レポートの課題
のかわりに勝手に研究し、それを提出してもそれは認められません。レポートで特に注意すべきことは、教科
書の引き写しになったり、他の資料をそのまま引き写しにするのは絶対に許されないことです。文章や文字は
上手でなくても、自分のことばで、自分の考えを述べることに本当の意味があります。教員（本学では教授、
准教授、講師、助教）は、それぞれその道の専門家であり、あらゆる文章を検討しており、当然皆さんより毎
日勉強を重ねています。レポートを作成する上で読んだ書籍（テキスト教材を含む）個別の引用の場合は、必
ずレポート巻末の参考文献欄に書籍名・著者名・出版社（発行所）・発行年月日などを明らかにしなくてはな
りません。そうでなければ、剽窃（ひょうせつ）とみなされるからです。
　レポート作成上の留意点
　　①�　「シラバス・レポート課題集」巻頭に注意事項が記載されています。熟読のうえレポート作成にとり

組んでください。
　　②　課題の要求していることに対して合致していなくてはなりません。
　　　　出題者が皆さんに何を研究させようとしているのか、その点を正確につかむことです。
　　③　広範囲にわたり、ばくぜんとした課題については、適当に限定します。
　　④　自分の述べたいと思うことをはっきりつかむことです。
　　　�　これはレポートの根幹であります。自分の意志をはっきり明瞭に書くことです。特に○○について論

述せよなどとある場合は、絶対にこれが必要です。
　　⑤　論旨は秩序よく配列してください。
　　　�　一般的な論文構成は、自分の研究したいと思う部分は、その問題を取りあげた理由、目的を述べて序

論とし、次に研究の推移や観察の要領を述べた本論の部分、その結果出た結論の部分、という順序にな
りますが、本論の部分は皆さんの力の見せどころで、これによって如何に苦心し、考え、問題を追求し
ているかがわかるものです。教員の最も力を入れて指導する部分も、この考察にあるわけです。

　　⑥　文章はていねいに、わかりやすく書いてください。
　　　　自分の考えを相手に通じさせることが大切です。
　　⑦　レポートと試験答案を混同しないようにしてください。
　　　�　レポートは皆さんの苦心と努力を書きつづる1つの小論文です。これに対して試験答案は、理解した

ことの端的な報告であります。試験は皆さんがどの程度理解しているかをテストするために行い、レポー
トは皆さんがいかに学び、それを正確に表現し得るかを確かめるために課せられるものです。

　　⑧�　文章を書く場合は楷書とし、常用漢字、現代かなづかいを用い、誤字、脱字のないように注意してく
ださい。皆さんは大学生ですから誤字、脱字には特に注意し、行を改めるときは1字下げる、句読点は
1字分とる等、文章の書き方にも注意してください。

　　⑨�　できたら清書する前にもう一度よく目を通し、内容、表現ともこれでよいかを検討することは大切な
ことです。誤りを発見し、訂正するという習慣をつけるように心掛けてください。

　　⑩�　課題については、そのポイントは何か十分理解して、その目的にあった参考書を選んで、使用した参
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考資料（書籍名・著者名・発行所・発行年月日）を記入してください。
　　⑪�　手書きの場合、鉛筆、フリクションペン等の消える筆記用具で書かれたレポートの受理はできません。

解答用紙のあるレポートにおいても同様です。
　　⑫�　手書きによるレポート提出はすべての科目において可能です。
　　⑬　レポートの作成についての詳細は、「シラバス・レポート課題集」を参照してください。
　　⑭�　手書きやパソコンで作成するレポートは、本人が作成することが原則であり、他の者に代筆等を依頼

することは認めません。万一、本人の記述、作成でないことが明らかになった場合は不正行為として、
処罰の対象となりますので絶対にしないでください。レポートの作成にあたっては、あくまで独立で作
成してください。（他人に見せてもいけません。）

　　⑮�　レポートに課題と関係ない記述（教員に対する要望、不満等）は入れないでください。場合により担
当教員の申し出を受け、当該科目を失格として評価を行いません。

　　⑯�　字数制限のあるレポートは字数にも注意してください。指定された字数を超えての提出は原則受理で
きません。また大幅に字数が足りない場合は、受理せず返却させていただくことがあります。

レポートの課題について2

　「シラバス・レポート課題集」に各科目ごとに課題を選択し、レポート用紙に課題を書いてください。課題
は一定の年度毎に変更します。課題変更の場合は旧課題と新課題との移行期間が設けられますので、指示に従っ
て進めるようにしてください。課題を変更する場合、移行期間等については在学生向けホームページでお知ら
せします。

レポートの提出3

　レポートの提出については、特にどの科目から始めなければいけないという決まりはありません。教科書が
届いた科目で自分の計画にそって学習を始めてください。ただし、ひとつの科目の中で２通のレポートを出す
場合（2単位の通信科目）は、原則として１課題目から始めるようにしてください。この場合、レポートが完
成した時点で１課題だけを先に提出することもできますし、第1課題と第2課題の両方を完成させ、まとめて、
2課題分を提出することもできます。
※�提出方法には、手書き、パソコン印字、Webレポートの３つがあります。各科目によって異なりますので、「シ
ラバス・レポート課題集」で確認してください。
※1つのレポート用紙に異なった2科目を一緒にして提出することは出来ません。

レポート用紙について4

　レポートを提出するためには、本学所定のレポート用紙を必ず使用しなければなりません。手書き用レポー
ト用紙は、1枚が200字詰になっており、1通のレポートで10ページ分（2000字）の分量になっています。ワー
プロ作成の場合は１枚が400字詰めとなるよう各自でご用意ください（B５用紙）。１課題は1600字が原則（そ
れ以外はレポート課題集に指示があります）ですので、１通で１課題を提出する様式になっています。また、
縦書き、横書きの指示は、科目のシラバス内に明記されていますので、その指定にしたがって作成してくださ
い。また、指定用紙で提出する場合もあります。
　レポート用紙は、受講開始時に手書用、パソコン印字用の指定用紙用各10冊送付しますが、以降は各自必
要に応じて申込みすることになります。
　※レポート用紙をコピーして使用することはできません。
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［レポート用紙の申込みについて］
　�　受講開始時にレポート用紙を送付しています。その後、足りなくなった場合は通信教育部にお電話にて請
求をしてください。１週間程度でお届けします。通信教育部窓口では取り扱っていません。

レポート提出上の注意5

（1）レポートは本学所定のレポート用紙を使用して、読みやすい正確な
字体で書いてください。レポートの字数は、1単位分として200字
詰で8枚1600字以内（パソコン印字作成の場合は400字詰めで4枚）
を原則としていますので、レポートは、8枚（パソコン印字作成の場
合は4枚）になります。

（2）課題は2単位科目ですと、一般に第1課題と第2課題より、それぞれ
各1設題を選んで作成することになりますので、選んだ「設題」を設題名欄に記入し、その後から本文を
書き始めてください。

（3）レポート用紙に記載された事項は必ず記入にもれのないようにしてください。
（4）レポートは、必ず通信教育部に提出してください。（直接担当教員へ送付されたレポートは無効となりま

す。）また、郵便と通信教育部窓口以外での提出はできません。窓口の事務取扱い時間は月曜日〜金曜日
9：00〜17：00、土曜日9：00〜15：00です。

（5）教科書が配本されていない科目については、レポートを提出しても無効となります。
（6）レポート記入上の注意は、「シラバス・レポート課題集」に記載されていますので、よく読んで間違いの

ないようにしてください。また、レポート用紙記載の作成上の諸注意もよく読んだうえ作成してください。
（7）レポートの文字数は1単位1600字以内を原則（課題集に指定がある場合は指示による）としています。

1300字以下の場合、内容や担当教員の判断にもよりますが、採点の対象にならない場合があります。
　　 また、極端に字数が少ない場合、受理せず、返却させていただくことがあります。
（8）手書き用レポート用紙で1600字の課題を作成する場合、第1課題はレポート用紙のNo1〜No8（200

字詰×8枚）を使用します。枚数を超えて使用すると無効になります。
（9）パソコン印字用レポート用紙で提出の場合、作成するレポートは1枚につき句読点、改行による余白を含

め400字となります。そのため1600字指定のレポートの場合4枚でレポートをおさめ、提出してくだ
さい。指定枚数を超えてのレポートは無効になります。（両面印刷不可）

（10）レポートを再提出する際は、前回講評欄の貼付が必要になりますので注意してください。課題の変更が
あり、旧課題が締切られている場合は、新しい課題（設題）で提出していただきますが、この場合も前
回講評の貼付は必要です。

（11）レポートの提出方法に不備がある場合は、その時点で返却させていただくこともあります。
（12）パソコン印字で作成の場合は、「シラバス・レポート課題集」にありますように、本学所定の表紙に貼付

して提出してください。表紙を貼らずにレポートを提出した場合は受理せず、返却させていただくこと
があります。

（13）レポートには教員や事務局への要望・質問は書かないでください。
（14）レポートに関係のない記載があった場合は不備、もしくは失格となります。

レポート用紙（黄緑色カバー）
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レポートの評価6

（1）レポートは担当教員が添削、講評をして返送します。
（2）採点については、S・A・B・C・Dの5段階で評価します。
　　　S（90〜100点）　A（80〜89点）　B（70〜79点）
　　　C（60〜69点）　  D（59点以下）
（3）S〜Cが合格で、Dは不合格となります。
（4）Dの場合は再提出することになります。
（5）再提出の場合は、継続的に学習を続け、なるべく早く再提出するようにしてください。その際、原則と

して、不合格となった同一の課題（設題）で再提出してください。ただし、課題の変更があり、旧課題
が締切られている場合は、新しい課題（設題）で再提出してください。

　　 レポート締切日以降にレポートの再提出があった場合は、再提出レポートが本学に届いた日がレポート
提出日になります。

（6）レポートは1度合格すれば科目終了試験が不合格となっても再提出する必要はありません。
（7）レポートは約1週間に一度、事務局でとりまとめをし教員に添削を依頼しています。
（8）レポートはとりまとめてから６週間程度で返送しますが、教員の都合等で返送に長期間を要する場合が

あります（3ヵ月前後）。科目終了試験を受験する場合は、原則としてレポートに合格してから試験申込
みを受付ますが、試験の申込期間までに採点されたレポートが返送されない場合は、「見込受験」として
申込みをしてください。 見込受験について　 15頁参照

（9）レポートの評価について個人情報保護法の観点から、本人確認がとれないため、電話による照会には一
切応じられません。

レポートの提出締切7

　レポートの提出締切については、どの科目をいつまで提出しなければならないという決まりはありませんが、
科目終了試験を受ける場合に、それぞれ受験日ごとに締切が設けられていますので、それに合わせてレポート
を作成・提出してください。（レポートの締切については、すべて必着です。）
　レポート締切日については、在学生向けホームページで確認してください。



科目終了試験について

14　　令和６年度『学習のしおり（司書）』

６．科 目 終 了 試 験 に つ い て
履
修
に
つ
い
て

教
材
に
つ
い
て

受
講
料
に
つ
い
て

学
習
の
流
れ

レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

科
目
終
了
試
験
に
つ
い
て

科目終了試験について

　科目終了試験は、通信授業のみで履修する科目について、単位認定のために実施されるものです。科目終了
試験は、年間10回行います。試験は1回につき3科目まで受験が可能です。自分の学習ペースに合わせて受験
するようにしてください。
※�面接授業（スクーリング）のみの科目については科目終了試験はありません。

　（1）受験の流れ
　　以下の通り実施いたします。

時期  学生  大学

初めて受験するWeb科目終了試験の
受付締切日まで プレテストを受験

受験申込受付締切日まで Web申込（S-kip）または
申込票を郵送

試験実施の２週間前
（受験科目確定日）

学習状況確認サイトの科目終了試験
ページにて受験許可科目を確認
（～10日前頃までに）

試験科目受験許可登録（Web）・
受験不可連絡（郵送）

試験当日 Web科目終了試験受験

試験10日後 学習状況確認サイトに出欠登録
（出席は○、欠席は×）

試験実施の１ヶ月後～随時
（試験結果発表日）

学習状況確認サイトの
科目終了試験ページにて結果を確認 試験結果登録（Web）

　（2）受験資格について
　　①　レポート締切日までに科目単位構成分のレポートを提出していること。
　　　�各試験日ごとにレポート提出締切日が設けられていますので、科目終了試験を受験しようとする科目に

ついては、締切日までに通信教育学務課に着くようにレポートを提出してください。
　　②　科目単位構成分のすべてのレポートが合格している事。（レポート合格見込受験については下記参照）。
　　③　学費が納入されていること。
　　④�　連続する試験日程では、同一科目の受験申込みはできません。試験を欠席した場合も申込みがあれば

不可です。

　　※�やむを得ない理由で連続受験を希望する場合は、①受講番号・②氏名・③理由・④卒業または修了する
ために必要な残りの科目名、以上4点を記した「理由書」を別紙（用紙自由）で作成し、「受験申込票」
に同封するか、Web申込後に郵送してください。内容によっては許可する場合があります。（理由書の
提出＝受験許可という訳ではありません。）
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◎科目終了試験のレポート合格見込受験について
　所定のレポート締切日（必着）までに所定の通数のレポートを提出しており、科目終了試験の申込みをする際
に当該レポートが返却されていない場合については、以下の様な手順で科目終了試験の申込みをすることが可能
です。
　①�　通常の科目終了試験申込みと同様にWeb申込みするか、「科目終了試験 受験申込票」に必要事項を記入し

て申込んでください。
　②�　レポートが返却されずに、担当教員の承認のもとに受験許可がなされた場合は、レポート合格見込みとし

て受験してください。在学生向けホームページ「学習状況確認」サイトの科目終了試験ページに当該科目の
記載があれば、受験科目確定後にレポートが不合格で返却されても受験は可能です。逆に、受験科目確定前
にレポートが不合格で返却された場合は、受験できません。

　③�　レポート合格見込みとして受験した後に、レポートが不合格で返却された場合は、試験の合否にかかわら
ずレポートを再提出する必要があります。また試験が合格した場合は、再度試験を受験する必要はなく、レポー
トの再提出のみとなります。

　（3）試験実施方法
　　科目終了試験は「在宅（Web）試験」にて実施します。
　　試験日程については、在学生向けホームページにて確認してください。
 
　（4）申込手続等
　　①　1回の試験で3科目まで受験ができます。
　　　＊在学生向けホームページ「学習状況確認」サイトに記載された順番通りで受験していただきます。
　　　＊作品制作、一部の科目については郵送受渡しによる在宅受験となります。
　　②�　申込みには、Web申込みフォーム（S-kip）または、「科目終了試験 受験申込票」（ 巻末様式・95頁）

を使用してください（申込票はコピー、本学ホームページ［在学生の方へ］からもダウンロード可）。
　　　記入の際、下記の事に注意してください。
　　　・�Web申込みの際は、『 Webマニュアル』を熟読してください。申請には「科目コード」（４文字）

が必要です。
　　　・Web申込みは、申込期間内であれば何度でも変更が可能です。
　　　　�申込み確定後に再申請を行うと、前回入力したデータは削除されます。そのため、改めて全ての科目

を申込みし直してください。
　　　　�申請内容の修正・確定は、くれぐれも慎重に行ってください。申請が完了すると、メールアドレスを

登録した方には自動配信メールを送信します。申請内容の確認ができます。
　　　・�『科目コード』『科目名』欄は、科目名を正確に記入してください。類似科目名の誤記入に注意してく

ださい。
　　　・�『振替希望科目名』欄には、上段に記載した科目がレポート不合格や試験合格等で受験不可となった

場合に振替えたい科目があれば記載してください。
　　③�　「科目終了試験 受験申込票」を郵送で提出する場合は、第一種郵便で送付してください。申込みの締

切は、消印ではなく必着です。予想以上に郵送に時間がかかる場合がありますので、ご注意ください。
締切日が迫っているときは、Web申込みフォーム（S-kip）をご利用ください。

　　④�　書留、特定記録郵便等の記録が無い場合、未着を理由とした申込期限後の申込みは受付られません。
また、Web申込みの際の停電・通信制限等を理由とした受付締切後の申込みは受付けられません。万
一の通信トラブルに備え、余裕をもった日程で申請を行ってください。

　　⑤�　万一、「科目終了試験 受験申込票」の記載内容に修正があった場合には、提出期間内に急ぎ再提出を
するか、Web申込みフォーム（S-kip）から改めて申請してください。期間外は受付けできません。なお、
再提出の際は、その旨を余白に大きく明記してください。差し替えるかたちで対応します。

　　⑥�　Web申込みフォーム（S-kip）と「科目終了試験 受験申込票」の両方で申込みした場合、「科目終了
試験 受験申込票」での申込みは無効となります。
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　　⑦�　本学通信教育部で複数の学籍（正科生・課程正科生および科目等履修生など）を有する場合、同日に
複数の学籍の科目を受験することができません。いずれか１つの学籍のみ申込みを受付けます。

　　⑧　申込期間終了後の科目・受験地・受験日の変更は一切できません。
　　⑨�　受験許可は、在学生向けホームページ「学習状況確認」サイトにて試験日の10日前頃に公開します。

受験日の１週間前になっても受験が許可されていない場合は至急ご連絡ください。
　　⑩�　申込期間終了後に試験の取りやめはできません。欠席扱いとなり、同一科目の連続受験ができなくな

ります。

　（5）受験許可について
　　①�　受験許可科目については、在学生ページ「学習状況確認」から、Web上での確認をお願いします。

学習状況確認サイト

https://tukyouv.seitoku.ac.jp/univision/action/cm/f01/Uscm010210
（「聖徳大学通信教育部ホームページ」→「在学生の方へ」→
「Webフォーム S-kip」→「学習状況確認/住所欄登録・変更」）

ログイン情報

●ユーザー名：イニシャル＋学籍番号10桁
（例）聖徳花子　学籍番号2999123456 の場合：hs2999123456
●パスワード：生年月日西暦下６桁
（例）1987/11/３生まれの場合：871103

　　②�　試験実施の２週間前頃に受験許可判定を行い、「学習状況確認」サイトの科目終了試験ページに受験
許可科目を登録いたします。10日前頃までをめどに、申請済みの科目名・科目コードに間違いがない
か確認をしてください。

　　③�　受験許可された科目は受験できます。もし、受験許可された後に、記載された科目のレポートが不合
格で返却されても、“レポート合格見込み” として許可されておりますので、受験していただいて結構で
す。

　　④　受験日の１週間前になっても受験許可されていない場合は至急通信教育学務課まで連絡してください。
　　⑤　受験不可連絡が事前に届いた科目については受験ができません。
　　⑥�　在学生向けホームページ「学習状況確認」サイトの科目終了試験ページに記載された科目順（科目コー

ド順）に Web受験を行っていただきます。

　（6）プレテストの受験について
　　�　初めて受験するWeb科目終了試験の受付締切日までをめどに、『 Webマニュアル』の流れに沿って

必ずプレテストを受験してください。プレテストは何回でも受験が可能です。
　　※�聖徳大学PC教室での受験者も、『 Webマニュアル』を熟読した上で、スマートフォンやタブレッ

トで事前にプレテストを受験し、パソコン操作のイメージをしておいてください。

　（7）受験にあたっての注意事項
　　【受験申請後の流れ】
　　①　試験実施の２週間前頃（受験科目確定日）
　　　　申請済みの科目名・科目コードと間違いがないか、「学習状況確認」サイトで確認してください。
　　②　当日は『 Webマニュアル』の流れに沿って試験を受験してください。
　　　※「学習状況確認」サイトに記載された科目順（科目コード順）に受験していただきます。
　　　※作品制作、一部の科目については郵送受渡しによる在宅受験となります。
　　【受験にあたっての注意】
　　※１科目60分、テキスト、参考書、ノート等の参照可。
　　※�科目選択後の画面で、当該年度に実施する第１～10回分のうち、今回受験する回の問題が表示されて

います。それを選択してください。（例：５月試験は第１回、10月試験は第６回）
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　　※注意事項が記載されている場合は、よく読み解答してください。
　　※�採点に関する教員への要望など、解答以外のことが書かれていた場合は、採点は無効とさせていただき

ます。
　　※試験問題の撮影、他者、SNS等で公開することは不正行為となり、処分の対象となります。
　　※�複数タブや複数ウインドウで表示しないでください。また、ブラウザを閉じたり、ブラウザバック（ブ

ラウザの戻るボタンで画面を前のページに切替えること）やページの更新（再読込み）はしないでくだ
さい。

　　※�万一、解答中にブラウザやPC本体の再起動をした場合、科目の目次画面に戻り、再度顔認証及び「開
始する」ボタンを押して受講画面にアクセスしてください。

　　　�再起動後、自動的に開かれた受講画面でそのまま解答すると、送信エラーの原因となり、解答が保存さ
れません。

　　※個別の環境に起因するトラブルについての救済措置（再受験等）は原則⾏いません。

個別の環境に
起因する

トラブルの例

○通信トラブル：インターネット接続不安定、停電、通信制限等
○�パソコンの誤作動や本人の誤操作：パソコンやカメラが故障した、シャットダウン
した、フリーズした、複数タブや複数ウインドウで開いた、ブラウザを閉じた、ブ
ラウザバックをした、ページの更新（再読込み）をした等
○顔認証失敗（顔認証終了時刻までに成功しなかった）
　�受験開始及び解答送信ができなかった科目は欠席扱いとなり、同一科目の連続受験
ができなくなります。
※�ただし、一時的なトラブルにより受験開始や解答送信ができなかった場合でも、各
試験時間の顔認証終了時刻までは、受験開始できます。

　（8）推奨環境
　　　Web科目終了試験システムでは、顔認証機能によって受験時の本人確認を行います。
　　　顔認証機能では、Webカメラが必須となります。
　　【PC】
　　　OS：Windows11
　　　ブラウザ：Google Chrome99/Firefox98/Edge Chromium99
　　　OS：Windows10
　　　ブラウザ：Google Chrome99/Firefox98/Edge Chromium99
　　　OS：Windows8.1
　　　ブラウザ：Google Chrome99/Firefox98
　　【PC（Mac）】
　　　OS：macOS v12.0/11.0/10.15/10.14
　　　ブラウザ：Safari15
　　【インターネット環境】
　　　�通信速度20Mbps以上、Wi-Fi環境を推奨。受験に関するインターネット通信費は受験生の負担となり

ます。
　　　�個別の環境に起因するトラブルについては原則考慮されませんので、自身の通信環境について必ず事前

に確認してください。
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　（9）実施時間
　　　試験の実施時間帯は次の通りです。

受験科目
顔認証受付時間 試験時間

顔認証開始時刻　顔認証終了時刻 試験開始時刻　　　　　試験終了時刻　　　　　　
１科目目※１ ８：30開始　　　　～９：09：59終了 ９：00～　受験開始から60分後（～最終10：09まで）
２科目目※２ １科目目終了後開始～10：19：59終了 10：00～　受験開始から60分後（～最終11：19まで）
３科目目※２ ２科目目終了後開始～11：29：59終了 11：00～　受験開始から60分後（～最終12：29まで）

※１　１科目目は８：30より顔認証開始可能。
※２　２科目目・３科目目は１つ前の科目受験終了時より顔認証開始可能。

＊上記「顔認証終了時刻」までに顔認証を終え、「試験開始時刻」以降に受験を開始してください。
　�「試験開始時刻」前に顔認証が終わった場合は、「試験開始時刻」まで待機してください。
＊� 「顔認証終了時刻」までに受験を開始しなければ、その時間の科目は欠席扱いとなります。
　２・３科目受験者が１科目目を欠席した場合でも、２科目目以降を時間通りに受験することは可能です。
　３科目受験者が１・２科目目を欠席した場合でも、３科目目を時間通りに受験することは可能です。
　ただし、欠席した科目を後の時間に受験することはできません。受験票の２番目の科目を２科目目、 ３番目の科目を
　３科目目の時間に受験します（例：２科目受験者が１番目の科目を２・３科目目の時間に受験することはできません）。
＊�受験開始から60分後に終了となります（例：１科目目を９：02に顔認証および受験開始した場合、10：02で１科目目の
試験終了）。
＊� 「試験開始時刻」より前に受験することはできません（前の科目が早く終了しても、次の科目を早めて受験することはで
きません）。

　（10）不正行為について
　　　科目終了試験は、自身の学習の理解・成果の確認を図るためのものとなります。内容を学友やご家族と
相談して解答するものではありません。同一解答が複数学生より提出があった場合等は、今回受験科目は
すべて無効とし、学則に基づき停学または、退学の処分を行います。不正行為と誤解されるような行為も
絶対にしないでください。

　（11）試験結果通知
　　�　試験終了後、結果を通知するまで、約1ヵ月かかります。合否結果は、「学習状況確認サイト」に表示
します。『 Webマニュアル』を参照してください。

　　　評価は次の基準によります。
　　S（90〜100点）　A（80〜89点）　B（70〜79点）
　　C（60〜69点）　  D（59点以下）
　　S〜Cが合格で、Dは不合格です。
　　不合格の場合は、その都度の手続きをして、再度受験してください。
　　電話による合否および評価の照会は一切できません。

　（12）通信科目の成績について
　　�　通信科目の成績は、科目終了試験の評価で決定します。レポートの評価がいくら良くても、科目終了試
験に合格しなければ、単位は認定されません。

　（13）災害等による緊急時の対応
　　�　自然災害等による影響が事前に想定される場合は、実施の有無等を本学ホームページ「News」「重要
なお知らせ」（https://tk.seitoku-u.ac.jp/）に掲載します。
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１	 面接授業の意義

　本学の教育目的は、学問の研究とその応用能力の養成を通じて、教育の振興に寄与するところにあります。
特に人間教育においては、円満なる情操の陶冶によってすぐれた人格の形成を目指す教育であると共に、恵ま
れた環境のもとに、自ら学び、真理を探求し、自己啓発する、いわゆる血の通った教育の実を上げることを念
頭としています。
　以上の教育目的をもって、広く門戸を開くために設置したものが通信教育部であり、添削のみでなく、スクー
リングを特に重視しています。スクーリングは一定期間、教員と学生とが一体となり、学問的な雰囲気を作り
出させようとするものです。学生は、講義室や学習・実技室またはオンラインにおいて担当教員から直接指導
を受け、向学の志と共に学問の研鑽に励む喜びを味わい、こうしてこそ、学問は身につくのであり、スクーリ
ングを受けたかいがあるというものであります。
　また、スクーリングを契機に全国から未知のたくさんの学友が集まり、ともに学び、ともに語り合う夏期、
冬期、春期の意義ある学生生活が展開されます。スクーリングを受講することによって、はじめて本学学生た
る自覚と誇りをもつことになると思います。
　なお、スクーリングは原則として３日間連続した日程で実施されます。時間は各日ともに９：00〜17：
40（５コマ）になります。
　本学では授業内容の充実をはかるために、欠席・遅刻・早退は一切認めません。

２	 令和６年度（2024）スクーリング日程

　在学生向けホームページにてご確認ください。

【 申込み方法 】 【 受講方法 】
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スクーリングについて3

　（1）スクーリング実施場所
　　�　本学・松戸キャンパスでの対面またはご自宅でのオンライン

　（2）受講資格
　　①　入学時納付金を納入していること。
　　②　伝染病疾患のない学生
　　③　妊娠中の学生は受講できません。大学では健康管理上、受講を見合わせていただくようお願いしてい

ます。

　（3）申込手続
　　①　受付期間
　　　在学生向けホームページに掲載します。
　　②　申込方法
　　　�『 Webマニュアル』冊子の通りWebフォーム「S-kip」（申し込み）を使用してください。Webで

の受講環境・申込環境のない方は受付け後、銀行振込用紙を送付しますので、受講料はその振込用紙を
使用して納入してください。振込金受取書は受講許可書の代わりになりますので、スクーリング結果受
取りまで大切に保管しておいてください。（後日入金等の確認で使用する場合もありますので必ず保管
してください）

　（4）その他
　　�　スクーリング開始前に、『教科書』等を参考にして予習しておいてください。

　（5）スクーリング授業時間
　　スクーリングの1日の時間帯は以下の通りです。

時　　限 時　　間 備　　考

1時限   9：00〜10：30

各90分

2時限 10：40〜12：10

3時限 12：50〜14：20

4時限 14：30〜16：00

5時限 16：10〜17：40

　（6）受講時の身だしなみについて
　　①　受講中は学生としてふさわしい清潔な服装を着用してください。
　　②　また、爪を長くのばしたり、華美な装飾は授業を受ける身だしなみとしてふさわしくありません。
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Webスクーリングの注意事項について4

　（1�）「Webスクーリング」には、「ライブ授業」と「オンデマンド授業」と２通りの実施方法があります。

A. ライブ授業（双方向型）
（オンラインでの同日・同時間配信する授業方法です） 「Teams」（チームズ）というサイトにて実施します。

B. オンデマンド授業（視聴型）
（録画授業・資料授業による授業方法です） 「Moodle」（ムードル）というサイトにて実施します。

　　①�　いづれも、お申し込みいただいた日時での受講を原則としますが、B.のオンデマンド授業については、
先生の指示により、受講日程が１週間程度あることもあります。

　　②�　各科目が「Moodle」（ムードル）、「Teams」（チームズ）どちらで実施するかについては、在学生
向けホームページにてお知らせします。

　（2）授業受講環境の設定
　・Microsoft Teamsの動作要件を満たすハードウェア
　　※Webカメラ、マイクの機能を備えたPCを推奨
　　※スマートフォンのみは不可
　・Webブラウザは、Google Chromeの最新版を推奨
　・インターネット環境（通信帯域20Mbps以上を推奨）

　（3）Moodleでの授業について
　　　各科目の画面（受講説明部分のみ）は、受講日３日前から見ることができます。
　　�　Moodleでの授業科目は、『 Webマニュアル』冊子でオンラインスクーリングの受講方法を確認く
ださい。そのまま「トピック１」より順番に映像や資料を見て、課題を進めてください。

これがトピックごとの課題になります。
※課題がある場合は提出必須です。
　（教員から「提出は任意」と指示されている場合を除く）
※トピックごとの課題や授業の振り返りはない場合もあります。
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　　①�　最終試験・レポートの実施：Moodle上の各科目の一番下に最終試験の課題があります。こちらは【時
間指定有・無】、【１回しか受験できない・期間中なら何回でも実施可能】の指定がありますので、そち
らを確認の上、受験してください。

　　　�　【１回しか受験できない】ものについては、提出後、誤字があることに気づいても、修正できません
ので、ご注意願います。

　　②�　Moodle上での課題の提出方法については、画面左側に出てきます、【マイコース→動作確認用】の
トピック１・２にて実施方法の確認ができますので、事前に実施されていない方は、こちらをご確認く
ださい。

　（4）Teamsでの授業について
　　①　Teamsでの授業は、ムードル上から移動しての学習となります。
　　②�　『 Webマニュアル』冊子のシステム設定方法をご確認いただき、Moodle画面各科目ページにあ

ります【Teamsへのリンク】よりオンラインシステムへお進みください。
　　（注意）�ご自身にて『 Webマニュアル』冊子のシステム設定方法の内容を事前に設定いただくように

なりますので、ライブ授業前に各自必ず設定をお願いします。
　　③�　オンラインシステムの設定ができましたら、下記に動作確認（大学とオンラインでつながるか、音声・

画像が確認できるかのチェック）をしてください。
　　④�　すでに今までにTeamsの動作確認が完了している方（過去の日程にて実施済みやピアノ実技や実習

指導にて実施済みの方）は再度の動作確認は不要です。
　　（注意）�スマートフォンはうまく繋がらないことがあります。必ず上記日程にて事前にオンライン通信の

確認をお願いします。
　　⑤�　授業当日：授業時間になったら：Moodleの各科目ページの【Teamsへのリンク】ボタンより、授

業画面へ入ってください。授業開始時間になりましたら、【Teamsへのリンク】ボタンをクリック→【○
○（年度）○（春または秋）学期- （受講する科目名）】の目次をクリック→画面下【参加】ボタンをクリッ
クし、入室してください。入室されましたら、大学と画面が繋がりますので、授業開始時間ちょうどよ
り（１限からの授業は９：00から、３限からの授業は12：50から）授業を始めます。
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　（5）Webスクーリングの注意事項
　　①�　松戸キャンパスでのスクーリングと同様、遅刻・早退・中座・欠席は認められません。当該科目の日

程は全て受講してください。
　　②�　遅刻・早退の連絡等の連絡にTeams授業画面でのチャット機能は使用しないでください。授業の進

行に支障をきたします。
　　③�　ご自宅での授業受講の際には、静寂に努め、他の受講生の迷惑となる行為・スクーリング進行を妨げ

る行為があった場合等には受講を取り消す場合があります。
　　④�　Moodle上にアップロードされているコンテンツ（教材）は、自分自身が学習する目的以外では、利

用できません。担当教職員の許可を得ず無断でインターネット上にコンテンツを掲載すること、他人に
コピーを配布することは、絶対にしないでください。（著作権侵害は犯罪です。）

　（6）問い合わせについて
　　①　 Webスクーリングの授業内容に関することはMoodle内から行います。
　　②�　回答まで、時間がかかる場合があります。
　　③�　講師への質問の受付期間は、終了日までとします。

＊�動作確認日は「【動作検証用】オンライン授業」目次をクリックし、
画面に入室してください。

＊�授業開始時間の数分前になりましたら、「20○○○学期（ご自身
の受講する初日の日付）-（受講する科目名）」の目次をクリックし、
画面に入室してください。

【参加】ボタンをクリックすると
大学と繋がります。
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スクーリングの単位認定・結果通知について5

　①�　スクーリング科目については、原則として各授業科目の最終時間にスクーリング試験を実施します。ス
クーリング科目の単位は、受講する授業にすべて出席（3日間のスクーリングであれば、3日間すべての
授業に、1日半のスクーリングであれば、1日半のすべての授業に出席すること）し、かつスクーリング
中に行う試験に合格することによって認定されます。欠席されますと評価は「失格」評価が付きますので、
再度スクーリングお申込み、受講料の納入をした上で受講してください。また事前の欠席相談には一切応
じられません。

　②�　オンラインスクーリング授業については、授業動画を全て視聴し、コンテンツ内の課題、および、
Moodle内での試験を期間内に完了し、合格することにより、単位が認定されます。授業動画の視聴から
コンテンツ内の課題、および試験の全てを、オンラインスクーリングの期間内で完了しなければ単位とし
て認められません。

　③�　スクーリングの評価については、各科目受講後、１ヵ月後を目安に、その結果を在学生向けホームペー
ジ「学習状況確認」サイトにて発表します。

　　　評価は次の基準によります。※科目や受験人数によっては１ヵ月以上かかる場合もあります。
　　　　S（90〜100点）　A（80〜89点）　B（70〜79点）
　　　　C（60〜69点）　  D（59点以下）
　　　S〜Cは合格、Dは不合格です。
　　　不合格科目については、次回以降のスクーリングで再度受講しなければなりません。

スクーリング受講のための特別休暇依頼状の申込みについて6

　スクーリング受講のために、職場によっては、上司の特別のはからいによって休暇をとり受講する学生も多
いと思われます。このような場合、スクーリングの概要を上司に説明し、受講についてでき得る限りの便宜を
はかっていただくために、希望者には「特別休暇依頼状」を発送します。これは、本学学長名による書類です。
　希望者は、「面接授業の休暇依頼状交付願」（ 様式５・63頁）に、返信用84円切手を貼付した封筒と手数
料100円（証紙または定額小為替）を同封し送付してください。

松戸キャンパスでのスクーリングにおける注意事項7

　　①�　受講中は常に受講証（なお、入校に際しては、正門入口にて受講証を提示していただきます。）・健康
保険証を携帯してください。その他、授業に必要なものを持参してください。

　　②�　毎朝健康状態の確認のうえ、登校してください。健康の不安がある方は受講前に各自健康診断を受け、
自分の健康度を確認しておいてください。

　　③　託児施設はありませんので、お子さんを連れての受講はできません。
　　④　駐車場・駐輪場はありませんので、車・バイク・自転車での通学はできません。
　　⑤�　登下校の際には、7号館1階学生入口の「通信教育部　掲示板」をみて必要事項を確認してください。
　　⑥�　学内は、禁煙となっています。また、松戸市の条例により、松戸駅より本学正門周辺までの全ての道

路等の公共の場所での喫煙は禁止されています。ご理解とご協力をお願いいたします。
　　⑦　土足禁止教室で実施される授業を受講する場合は必ず上履きを持参してください。
　　⑧�　台風・大雪・地震等の災害による影響が事前に想定される場合は、実施の有無等を本学ホームページ

［NEWS］（https://tk.seitoku-u.ac.jp/）に掲載します。



令和６年度『学習のしおり（司書）』　　25

面接授業 （スクーリング）について

面
接
授
業

（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）に
つ
い
て

修
了
の
手
続
き

履
修
の
継
続
・ 

再
登
録
に
つ
い
て

学
生
サ
ポ
ー
ト

通学スクーリングの際の宿泊先施設について（ご案内）8

　　　近隣宿泊施設〈参考〉

ウィークリーホテル　マンスリーホテル　シノザキ （047−367−3000） 松戸駅西口　　徒歩６分
松戸シティホテル　SENDAN−YA （047−362−0711） 松戸駅西口　　徒歩７分
東横INN松戸駅東口 （047−364−1045） 松戸駅東口　　徒歩２分
ホテルイートイン北松戸駅前 （047−369−5511） 北松戸駅東口　徒歩１分
新松戸ステーションホテル （047−343−7111） 新松戸駅　　　徒歩１分
東横INN埼玉三郷駅前 （048−950−1045） 三郷駅北口　　徒歩１分
ザ・クレストホテル柏 （04−7146−1111） 柏駅西口　　　徒歩２分
三井ガーデンホテル柏の葉 （04−7134−3131） 柏の葉キャンパス駅西口　徒歩２分
ホテルサードニクス上野 （03−3833−7200） 御徒町駅北口　徒歩３分
学生会館 （03−5295−7791） 北千住・北松戸等　　多数
東横INN草加駅西口 （048−920−1045） 東武スカイツリーライン草加駅西口　徒歩１分
アットマンスリー （0120−045−197） 松戸・北小金・柏・綾瀬　多数

2023.12　時点
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　本講座の全科目を修了された方、９月・３月の科目終了試験またはスクーリングをもって修了見込みの方は、
下記の受付期間内に「修了予定届」（ 巻末様式６・65頁）を必ずご提出ください。ご提出のない方には資格
証書は発行いたしませんのでご注意ください。
　なお、資格証書の発行時期は、10月１日・４月１日で、10月または４月上旬にご自宅に送付します。９月・
３月の科目終了試験またはスクーリングの結果をもって修了となる場合、10月下旬と４月下旬の送付です。

受付期間
 （必着）

９月修了予定者 令和６年８月12日（月）〜８月30日（金）

３月修了予定者 令和７年２月３日（月）〜２月21日（金）

　　　　　提出書類等　①修了予定届　（見込みの方は用紙をコピーまたはダウンロードして使用してください）
　　　　　　　　　　　②�手数料300円
　　　　　　　　　　　　�（郵便小為替にて同封してください。「指定受取人」・「おところ・おなまえ」を含め、

為替には何も記入しないで送ってください。証書の有効期限は発効日から６ヵ月で
すので、それを経過している場合は受付できません。）

　　　　　　　　　　　③手数料返信用封筒　（全科目単位修得済みの方は不要。切手貼付、宛先明記のこと）
　　　　　　　　　　　④卒業証明書　（出願時未提出の方）

　　　　　＊　上記受付期間外に修了予定届をご提出いただいても受理できません。
　　　　　＊　�大学等に在学中の方は、資格証書の発行が卒業時になります。卒業年次の受付期間中に必ず修

了予定届を提出の上、卒業後に至急卒業証明書を送付してください（資格証書発行は卒業証明
書受理後になります）。

教育訓練給付制度利用希望者の方へ
　教育訓練給付金の支給を希望される方は、「教育訓練給付制度支給要件調査」（ 巻末様式８・69頁）の提
出時に支給要件を確認していない場合、必ず本人の住所を管轄するハローワークで確認してください。
　支給要件を確認し、１年間で修了予定の方は、「修了予定届」（ 巻末様式６・65頁）３．の支給希望に○
印をつけてください。

教育訓練給付制度　 39頁参照
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１	 履修の継続について

　図書館司書課程科目等履修生の受講期間は１年間です。ただし、１年経過後資格取得に必要な単位が未修得
の方においてはさらに１年間無料で履修の継続が可能です。在籍期間（１年）を経過し、さらに１年間の学習
延長を希望する場合の手続きは不要です。自動継続となります。

　　　　※　�修了予定届を提出中の方で単位の修得が受付期間現在未定の方は、結果が判明次第書類を提出し
てください。

　　　　※　�学習開始時大学在学中の方は、資格証書の発行が卒業後になります。受講期間終了時点で大学を
ご卒業されていない方は、必ず上記の手続きをお取りください（単位をすべて修得している場合
を含む）。

２	 再登録について

　登録期間（２年間）経過後、単位未修得のためさらに学習の継続を希望する方は再登録の手続きをしてくだ
さい。

　　　　提出書類　再登録用紙（該当者へ送付）、振込証明書
　　　　再登録料　30,000円
　　　　登録期間　１年間（�１年経過後、さらに履修の継続を希望する場合は上記の通り１年延長可）
　　　　書類受付期間　　春学期（４月）入学生　　手続用紙到着日より３月31日迄（必着）
　　　　　　　　　　　　秋学期（10月）入学生　　手続用紙到着日より９月30日迄（必着）
　　　　※　�再登録までの修得単位はすべて認められます（平成23年度までの旧カリキュラム科目について

は新カリキュラム科目に読替済の単位のみ）。
　　　　※　上記書類・振込用紙等は、受講期間終了の１ヶ月位前に該当の方に送付いたします。
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通信教育学務課への連絡の方法1

　事務取扱いの時間は、月〜金曜日は9：00〜17：00、土曜日は9：00〜15：00までとなっています。
取扱い時間はこの時間帯に限るので、重要な連絡事項は、早目に問い合わせてください。
　日曜日・祝日・科目終了試験の翌日は休みとなりますので、職員は不在となりますが、科目終了試験、ピア
ノレッスン・試験のある日に限り日曜日8：30〜13： 00（行事等で早まる場合があります。）とします。
　（1）郵便物による問合せ
　　宛先　〒271−8555　　千葉県松戸市岩瀬550　聖徳大学5号館2階
　　　　　　　　　　　　　　 聖徳大学通信教育学務課
　・受講番号、氏名、現住所等を明記してください。
　・返信等必要とする場合は、返信用封筒（切手貼付、あて名明記）を同封してください。
　・届出、書類等所定の様式を定めているものは、必ず様式集の指定の様式を使用してください。
　（2）電話による問い合せ
　　電話番号　047-365-1200（直通）
　　　　　　　�（科目終了試験当日の緊急連絡先は047-365-1148（休日専用）です。科目終了試験の欠席

は連絡不要です。）
　　受付時間　9：00〜17：00（土曜日は〜15：00）
　・まず受講番号、氏名を述べてください。
　・用件は簡潔、明瞭に伝えてください。
　・次の電話による対応は行いません。
　　・試験、レポート等の成績結果
　　・各種証明書の申込み
　　・教材等の購入依頼
　　・試験、レポート等科目の内容に関する質問
　　※都合により留守番電話になる場合があります。
　（3）窓口での提出について
　　通信教育部の窓口で、レポートをはじめ、各種申込書類を提出することができます。
　　「通信教育部窓口提出物申込書」（ 巻末様式・105頁）と一緒に提出してください（コピー可）。
　　この「通信教育部窓口提出物申込書」は、受渡の控えとして使用します。
　　なお、窓口提出時間は、上記事務取扱い時間と同様となりますので、時間内にお越しください。
　（4）その他
　・�教員への郵便物・電話等による直接の質疑は受付けておりません。必ず通信教育学務課を介して行ってく
ださい。

　�　学習に関する質問について様式集にあります「質問票」（ 巻末様式・71頁）のほか、在学生サイト「問
い合わせフォーム」からも受付けます。
　http://www.seitoku.jp/tk/tk_info/tk_info.html
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　在学生向けホームページ▶問合せフォーム

　〈注意事項〉
　・�『学習のしおり』掲載の通り、テキスト、学習指導書および参考書、資料等を熟読し、レポート作成するにあたって理解できない箇所や
疑問に思われる点について、要点を簡潔にまとめて質問し、不明な点を解決して学習を進めてください。

　・�科目終了試験についても質問はできますが、直接の解答を得ることはできません。
　・�質問内容は、１メールにつき１項目とします。科目・項目の違う質問を併記しないようにしてください。
　・�単に解答のみを求めるような質問や評価に関する問合わせには応じかねる時があります。その際はその旨のみの返信となりますことを、
ご了承ください。

　・�質問の解答には10日程度とさせていただきますが、時間がかかる場合もありますので、あらかじめご了承ください。
　・�様式集の「質問票」（ 巻末様式・71頁）につきましても、今まで通り受付けいたします。

　（5）ハラスメント相談窓口
　　聖徳大学では、セクシャル・ハラスメント防止に努めており、以下のような相談窓口を設けております。
　　保健センター　カウンセリングルーム（6201・6202・6205研究室）
　　＊個人のプライバシーは守られますので、安心して相談してください。

災害や気象警報の発表に伴う授業等の取り扱いについて2

　台風・大雪・地震等の災害による影響が事前に想定される場合は、実施の有無等を本学ホームページ［ＴＯＰＩＣＳ］
（https://tk.seitoku-u.ac.jp/）に掲載します。

災害時対応マニュアルの携帯について3

　通信教育部では「災害時対応マニュアル」（ 参照 巻末107頁）を全学生に配付しております。
　“安否確認シート” を切離し、必要事項を記入した上で、スクーリングや科目終了試験など、聖徳大学に来校
の際には、受講証とともに必ず携帯してください。

災害にあった時の教材再交付4

　震災・火災・風水害等の災害にあった学生に対して、本学では教材の無料再交付措置をとって、事故のため
に学習が中断することのないようにしています。該当者は事由が発生した時に、文書で申し出てください。
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質問票について5

　テキスト、学習指導書および参考書、資料等を熟読し、レポートを作成するにあたって理解できない箇所や
疑問に思われる点については、要点を簡潔にまとめて、メール（tkq@wa.seitoku.ac.jp）または「質問票」（
巻末様式・71頁）を使用して質問し、不明な点を解決して学習をすすめてください。科目終了試験についても
質問はできますが、直接の解答を得ることはできません。
　質問内容は１メール（１質問票）につき1項目のみとします。項目の違う質問を併記しないようにしてくだ
さい。
　なお、単に解答のみを求めるような質問や評価に関する問い合せには応じかねます。回答には時間がかかる
場合がありますので、あらかじめご了承ください。
※�郵送で質問票を送付する際は本学通信教育学務課宛に「質問票在中」と明記し、返信用封筒（長3号封筒、
宛名明記、切手貼付）を同封して送付してください。送付方法は以下の通りです。
※用紙は様式集のものをコピーして使用してください。（本学ホームページ［在学生の方へ］よりダウンロー
ドもできます。）
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〒271－8555

①送付用

〈第4種郵便の封筒について〉

開封部分（切り取る）
1/3程度

質問用紙＆返信用封筒を入れる

開封部分（切り取る）
1/3程度
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分
の
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〒自分の郵便番号

②返信用
　（折りたたんで①の封筒へ）

自
分
の
氏
名

様

①の裏面下部には自分の住所、受講番号、氏名を大きく明記してください。
貼り付ける切手は、100gまでは15円、100gを超えるごとにプラス10円となります。

なお、下記条件が第四種としては必要となります。
⑴中身が見える状態であること
⑵中をのぞいた状態で、「文部科学省認可通信教育」の記載が見えること

「①送付用」封筒の宛名面右端に「文部科学省認可通信教育」の文字がくるように、表面を
上にして折り、質問票と「②返信用」封筒等を入れます。
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各種証明書の申込方法6

　申込みがあれば、必要に応じて各種証明書を発行します。証明書の作成には申請受付後、通常期で約10日
程度、繁忙期（9月、3月）で約2週間程度を要します。日数に余裕をもって申込みをしてください。
　（1）申込方法
　・�「証明書交付願」（ 巻末様式１・55頁）をコピーして必要事項を記入して申し込んでください。（本学ホー

ムページ［在学生の方へ］よりダウンロードもできます。）
　・送付の封筒の表に○○証明書発行願と明記してください。
　・�手数料は「各種証明書等費用一覧」を確認し、証紙（聖徳大学発行のもの）を購入して「証明書交付願」
に貼付してください。（※急を要する場合のみ郵便為替（郵便局発行のもの）や現金書留でも受け付けます。）

証紙（各種証明書等費用一覧）　 8頁・54頁参照

　・�返信用封筒〔（ヨコ12cm×タテ23cm、長3を使用）に、宛先を明記、切手を貼付（2通まで84円、3
〜4通94円　5〜6通140円〕を同封してください。

　（2）申込手続上の注意
　・在学生は発行の月までの学費が納入されていることが必要です。
　・�単位修得成績証明書・学力に関する証明書を希望する場合は、証明を受けようとする科目の合格を確認し

てから申込みをしてください。（レポート課題が合格していること。スクーリング結果、科目終了試験結
果は、結果がわかるまで約１ヵ月以上かかります。）

　・英文証明書は、発行まで1ヵ月を要します。
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郵便物の種類と利用方法7

　通信教育の学生に関係の深い、第一種郵便物、第二種郵便物、第四種郵便物（通信教育）について説明します。
　（1）第一種郵便物
　　�　質問、連絡、諸届出、証明書交付申込、科目終了試験申込等の通信物の大部分に適用されます。なお、

普通郵便に現金を同封することは郵便法違反となりますので絶対にしないでください。
　（2）第二種郵便物
　　　「通常はがき」「往復はがき」のことです。
　（3）第四種郵便物
　　�　レポート提出、教材・補助教材等の送付など、通信教育で学ぶ学生に対して特に設置されている郵便物
です。そのため利用については、次のことに注意してください。

　　・�レポート提出、教材の送付に限定されており、通常の申込などには使用できません
　　�　学習に直接関係する郵便物は、第4種郵便の取り扱いを受け、100gまでは15円、100gを越えると
100gごとに10円増の郵便料金になります。

　　　（例）400g以内の場合　15円＋30円＝45円
　　�　この取り扱いをうけるものは、「レポート」「スクーリングの作品」などの提出・返送に限られます。事
務上の質問・照会・各種申込などは第1種郵便扱いとなります。

　　　第4種郵便の扱いで、送付する場合は次のことを守ってください。
　　　①　封筒の右肩部分を開封してください。
　　　②　切手下に「文部科学省認定通信教育」と明示してください。
　　　③　内容物の左肩に「文部科学省認可通信教育」と明記してください。
　　　④　宛名は必ず通信教育部にしてください。
　　　⑤　受講番号・氏名・住所を楷書で、はっきり書いてください。
　　※郵便料金を確認の上で、過不足のないように手続きを行ってください。
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封書の出し方について8

　通信教育部には、毎日多くの郵便物が全国から届きます。事務処理が正確・迅速に行われる為に、郵便物を
出される場合は、以下の事項に注意して、手続きを行ってください。

　（1）在中の用件を表記してください
　　下図のように、送付封筒の切手貼付下方に、在中の用件を略記してください。
　（2）裏面に郵便番号・住所・氏名・受講番号を必ず明記してください
　（3）返信用の宛名の敬称には「様」を使用してください
　（4）試験申込時には返信用の封筒は不要です
　　�科目終了試験、スクーリングの申込みの際には、返信用封筒は不要です。返送は大学の封筒を使用いたし
ます。

　（5）現金は普通封筒には同封しないでください
　　�現金を普通封筒にて郵送した場合、郵便法違反となります。また、郵便事故が発生した場合、一切、保障
は受けられません。送金される場合は、必ず、郵便局発行の定額小為替を同封するか、現金書留郵便をご
使用ください。

　（6）申込みは別々にしてください
　　�科目終了試験、証紙の購入、各種証明書の発行等は事務処理の円滑化のため、お手数ですが、それぞれ別々

に申込みしてください。また、所定の様式を定めているものは、必ず巻末の様式を使用してください。
　（7）第一種郵便について
　　�科目終了試験申込、証紙購入、各種証明書発行などの申込みは第一種郵便になります。第四種郵便で取り
扱われるのは、レポート、スクーリングの作品の提出のみになります。

　※�本学の通信教育部には大学・短期大学部および大学院が併設されております。郵便の宛先には必ず、自分
の所属している学部を明記してください。
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学習ガイダンス9

　主に新入生を対象とした「学習ガイダンス」を年2回程度実施しています。通信教育においての目的を達成
するためには、通信制の学習方法を理解し、計画的に進めることが不可欠です。
　通信教育での学習を進める上で不安や相談のある方は、この機会を利用していただき、学習のペースをつか
むきっかけとしてください。
※入学2年目以降の方も、参加可能です。
　詳細は在学生向けホームページでお知らせします。

施設の利用について10

※�大学行事等の関係により、利用の可否・利用時間に変更がある場合があります。予めご了承ください。
　（1）購買／ジャンティ　本学８号館（クリスタルホール）２階
　　�　学生生活における日常に必要な規定用品、文房具類、書籍、補助教材などの学用品をはじめ、日用品、
食品類などを取り扱っております。三越直営店の「ジャンティ」は仏語で「親切な、思いやりのある」と
いう意味をもち、みなさんの学生生活のよりよきパートナーとなり、よりよい商品をより豊富にそろえて
お待ちしております。

　　＜営業時間＞　平日 8：30〜16：00　土曜日 8：30〜16：00（スクーリング期間は変更有り）
　　　詳細は在学生向けホームページにてお知らせします。
　（取扱い商品）
　　1．�規定用品…�上履・規定ノート・規定レポート用紙・スケッチブック・レオタード・ダンスシューズ・

タイツ・白衣・三角巾・調理帽・折紙・特製バサミ　他
　　2．文房具類・図画工作用品・書道用品
　　3．体育実技用品・裁縫用品
　　4．�書籍類…�教科書・参考書・就職関係・検定問題集・保育関係図書・辞典類・女性情報誌・旅行誌・雑

誌　他
　　5．各種実習関係用品・コンピュータ関係商品
　　6．聖徳グッズ
　　7．日用雑貨・ファッション雑貨・小物
　　8．食品類…弁当、おにぎり、パン各種、ケーキ、デザート、アイスクリーム他
　　9．フィルム・電池
　　10．宅急便

　（2）ツアープランナーオブジャパン　クリスタルカウンター
　　�　本学の学外研修および海外研修などを担当している（株）ツアープランナーオブジャパンが、特別旅行
窓口として本学8号館（クリスタルホール）2階にあります。

　　�　このカウンターでは、各種旅行のご相談と、航空券、JRの乗車券・指定券等をはじめ、国内海外のパッ
ケージ商品（割引3％）、またホテルなどの宿泊予約などを取り扱っています。

　　　各種のご計画がありましたら、どうぞお気軽にご相談ください。
　　　TEL：047-360-5911　FAX：047-360-5912
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聖徳キャンパスカードおよび学内パソコンの利用について11

　現在カード状の受講証（通称SEICA）を皆さんにお配りしています。これは受講証（受講証）、図書館利用カー
ドを統合したICチップ搭載カードです。SEICAには、図書館等のサービスを利用するための情報が書き込ま
れていますので、SEICAの管理、取扱いには十分に注意してください。

　（1）利用することのできるサービス
　　図書館利用
　　�　入館の際必要となります。読み取り機が入口にありますので、そこにかざして入館してください。資料
の貸出手続きや、AVコーナー等利用の手続きもSEICAで行えます。

　　�　現在各種のサービス機能の整備中です。利用可能となりましたら在学生向けホームページでお知らせし
ます。

　紛失・破損した場合
　�　通信教育学務課窓口にて再発行の手続きをとってください。「受講証再交付願」（ 巻末様式4・61頁）に、
再発行手数料として、聖徳大学発行の証紙3,000円分を添付してください。郵送で受取りを希望する場合は、
さらに切手404円分（簡易書留）を沿えて申込みをしてください。申込みをしてから再発行まで約1週間か
かります。

　学内パソコン
　・�学内のパソコンは、１号館地下２階各コンピューター教室（授業のみ使用可）、１号館４階メディアパー
ク（メディアパーク開館時のみ使用可）、７号館１階談話室に設置させているものをご使用いただけます。

　無線ＬＡＮの利用
　①利用可能場所

場　　所 アクセスポイント名

１号館

B２階～４階一般室・実習室 SeitokuUniv-01-1X
４階メディアパーク、５〜８階、
自習室、ラーニングデザインセンター、
学生ホール（リュミエール）

SeitokuUniv-1X（802.1X認証）、
SeitokuUniv（Web認証）

３号館
B２階～４・８階一般室・実習室 SeitokuUniv-03-1X
６・７階談話コーナー、
５〜８階一般室・実習室 SeitokuUniv-1X（802.1X認証）、

SeitokuUniv（Web認証）
７号館

１階談話室
Ｂ１階学食リリブ
１～６階一般教室・実習室 SeitokuUniv-07-1X（802.1X認証）

８号館
３階学食アミティエ SeitokuUniv-1X（802.1X認証）、

SeitokuUniv（Web認証）６階院生室

※�上記以外のＷｉ-Ｆｉ利用可能場所は、在学生向けホームページ（各号館図面）にて確認してください。
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　②利用方法／SeitokuUniv（Web認証）の場合

１ ワイヤレス接続設定より、無線アクセスポイント（SeitokuUniv）に接続します。

　　⬇　※ワイヤレス接続の設定は、各自の情報機器の説明書で確認してください。

２ Ｗｅｂプラウザを起動すると、自動的に「認証画面」が表示されます。

　　⬇
３ ユーザー名に聖徳ＩＤ（イニシャル＋受講番号10桁）、
パスワードに聖徳ＩＤのパスワードを入力し、ログインボタンを押します。

　　⬇
４ 認証に成功すると、在学生の学内サイトＴＯＰ画面が表示され、学内ネットワークに接続できます。

　③利用方法／SeitokuUniv-07-1X・SeitokuUniv-1X（802.1X認証）の場合
　　⑴ �ワイヤレス接続設定より、無線アクセスポイント（SeitokuUniv-07-1XまたはSeitokuUniv-1X）に

接続します。
　　　↓　※ワイヤレス接続の設定は、各自の情報機器の説明書で確認してください。
　　⑵ 認証画面が表示されます。
　　　↓
　　⑶ �ユーザー名（またはID）に聖徳ID（イニシャル ＋ 受講番号10桁）、パスワードに聖徳IDのパスワー

ドを入力し、「OK」または「接続」を押します。
　　　 ※Androidで接続する際は、「システム証明書」の設定を「使用しない」に変更する必要があります。
　　　↓
　　⑷ �デバイスにより、「証明書」や「接続」等の確認画面が表示された場合、「OK」または「接続」を押し

ます。
　　　↓
　　⑸ 「接続済み」等が表示されたら、ブラウザで学内限定サイトを表示します。
　　　　URL  http://kanon.seitoku.ac.jp/top

　　�詳しくは、Teams内の「オンライン案内」にあるマニュアルを参照して�
ください。

　　※サインインが必要です。

　　�　７号館教室用無線LAN（SeitokuUniv-07-1X）を利用するためには聖徳IDのパスワードを更新する必
要があります。初めて更新する際は、学内設置パソコンおよび無線LAN「SeitokuUniv」を利用してく
ださい。

　④利用時の注意
　　⑴ インターネット接続前に、セキュリティ対策を行ってから利用してください。
　　 　（ウィルス対策ソフトのインストール等）
　　⑵ 適宜、ウィルス対策ソフトのUpdateを行ってください。

　（2）ＩＤ・パスワードについて
　　�　学内で利用するシステムによって、ＩＤとパスワードが異なりますので、新しいパスワードは忘れない
ように、手帳やノート等にメモを取るようにしてください。
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学内システム ＳＥＩＴＯＫＵ  ＩＤ パスワード パスワードを忘れた場合
の問い合わせ先

学内パソコン　ログオン

ユーザー名：イニシャル＋受講番号10桁
※例　受講番号：2500999999
　　　氏名：聖徳 花子（Seitoku Hanako）
　　　の場合
　　→ユーザー名：hs2500999999

初期パスワードは
生年月日（西暦）下６桁

１号館４F
メディアパークカウンター

・�それぞれに初期のパスワードが設定されています。初期パスワードは、すみやかに変更してください。また、安全性を高
めるため、必要に応じてパスワードを変更してください。パスワードの変更については『 Webマニュアル』をご覧く
ださい。

・�パスワードを変更しないまま受講証を落としてしまうと、あなたのIDとパスワードを使って不正アクセス等が行われる
可能性があります。パスワードは厳重に管理してください。

※譲渡または貸与、漏洩による被害が発生した場合、パスワード所有者である個人の責任となります。

注　意
　① 学内入校時に正門にて受講証の確認を行いますので、必ず携帯してください。
　②SEICA不携帯の場合には、各種サービスは利用できません。
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端末MAP コピー機（現金対応）

6号館

7号館
3号館

7F フロア内廊下

2F フロア内廊下

B1F,5F フロア内廊下 

8号館  クリスタルホール

1号館
 B2F,2F フロア内廊下

 4F メディアパーク

SEICAが利用できる各端末は、以下の場所にあります。

6F フロア内廊下

パソコン

6F,7F フロア内廊下

利用可能時間と端末
　下記は、平日通常の利用可能な時間帯です。土曜日・各種行事開催日・長期休暇期間中・授業がない期間等には変わります。
　また、日曜日･祝祭日･年末年始･システムメンテナンス時には停止します。詳細は必ず掲示や窓口で確認してください。

コピー機
設　置　場　所 利用可能時間

１号館 地下２階・２階

フロア内廊下 8：30〜21：30

３号館 ６階・７階

６号館 ２階

７号館 地下１階
１階・５階

８号館
クリスタルホール ６階

傷害保険について12

　平成8年4月より通信教育部の学生全員に下記の通り、傷害保険が適用されています。
　この保険は、文部科学省が大学・短大に学ぶ、学生の被る種々の教育研究活動中の災害に対する被害救済の
措置として、検討してきた災害補償制度であり、日本国際教育支援協会が保険契約者となり、東京海上日動を
幹事会社とする国内の損害保険会社6社（あいおい損害、損保ジャパン、東京海上日動、ニッセイ同和損害、
日本興亜損害、三井住友海上）との間に一括契約するものです。
　通信教育部の学生についても、スクーリング等で万一事故のため傷害を負った場合等、一定の保険金が支払
われる制度です。適用範囲が広く、有効期間が長い補償制度であるため、文部科学省高等教育局より加入推薦
を受け、導入することになったものです。
　また、学費納入により、自動的に保険加入が成立し、その他加入についての手続きは一切必要ありません。
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記
1．保険名	 学生教育研究災害傷害保険
2．被保険者	 本学学生
3．保険契約者	 日本国際教育支援協会
4．代理手続者	 聖徳大学
5．保険料	 一人　140円
6．支払保険金額	 死亡保険金	 2000万円
	 後遺傷害保険金	 90万円〜3000万円
	 医療保険金　入院	 1日につき　4000円
		  （最長　180日分　72万円）
		  通院　6000円〜30万円	 治療日数による
7．有効期間	 在籍期間中　最長6年間

　保険金が支払われない場合
　　疾病・自殺・故意・地震・無免許運転等による起因する事故。

１3	 教育訓練給付制度について

　本講座は「教育訓練給付制度厚生労働大臣指定講座」となっています。受給資格を満たしておりこの制度を
希望される方は、受講終了後に手続きを行うことにより、受講料の20％（上限10万円）がハローワークよ
り本人に支給されます。

受給資格
　本学の「図書館司書課程　科目等履修生」の講座（司書の専門科目26単位）を１年間で修了し、次の（1）
または（2）の支給要件期間について該当する方。（司書の専門科目全科目受講者が対象）春学期入学生は翌
年の３月、秋学期入学生は翌年の９月に修了した場合が受給対象です。
　※１年間で修了しなかった場合は受給の対象とはなりませんのでご注意ください。

（1）雇用保険の一般被保険者
　�　受講開始日（４月１日、もしくは10月１日）において雇用保険の一般被保険者である方のうち、支給
要件期間が通算３年以上の方。

（2）雇用保険の一般被保険者であった方
　�　受講開始日の（４月１日、もしくは10月１日）において雇用保険の一般被保険者でない方のうち、雇
用保険の一般被保険者資格を喪失した日（離職日の翌日）以降、受講開始日までが１年以内であり、かつ
支給要件期間が通算３年以上の方。
　※�過去に教育訓練給付金を受給したことがある場合、その時の受講開始日より前の被保険者であった期間
は通算されません。このため、過去の受講開始日以降の支給要件期間が３年以上にならないと新たな資
格が得られないことになります。したがって、本学の通信教育において受給した場合、新たに支給要件
を満たすまでは別な講座において受給することができませんのでご注意ください。
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支給要件照会
　制度をご希望になる方は支給要件を満たしているかを受講前に確認されることをおすすめいたします。支給
要件を満たしているかどうかは本人の住所を管轄するハローワークで確認できます。

支給要件調査の提出
　本講座は教育訓練給付制度厚生労働大臣指定講座となっている関係で、現状調査が必要となっております。
受講開始時に「教育訓練給付制度支給要件調査」（ 巻末様式８・69頁）を全員提出してください。

提出期限
（必着）

春学期（４月）入学生 令和６年５月31日（金）

秋学期（10月）入学生 令和６年11月29日（金）

支給額
　受講料のうち、216,000円（スクーリング受講料含む）の20％である43,200円が支給されます。
　※�１年間で受講を修了した場合、ハローワークに申請することにより所定の金額が本人に戻ってきます。
　支給対象費用　216,000円
　（�内訳：入学金30,000円、受講料94,000円、スクーリング受講料（６科目計）84,000円、科目終了
試験受験料8,000円）

　※�SEITOKU指定施設推薦奨学制度ご利用の方は、入学金30,000円が減額されましたので、支給対象費用
は下記の通りです。

　�支給対象費用186,000円
　（内訳：受講料94,000円、スクーリング受講料（６科目計）84,000円、科目終了試験料8,000円）

　※いずれもはじめから差額分だけの納入ではありませんのでご注意ください。

手続書類
　教育訓練給付金を申請する書類のうち、本学が発行するのは①教育訓練修了証明書、②領収書（①、②とも
厚生労働省指定のもの）の２点です。資格証書や今まで発行された領収書等では申請できませんのでご注意く
ださい。
　手続書類発行対象者は、①修了予定届３．の支給希望に○をつけて提出している、②１年間で全ての単位を
修得している方のみです。またこれらの手続においては事務部より特にご案内は差し上げませんので、希望者
は必ず決められた期間内に必要事項を記入した修了予定届を提出してください。

書類発行時期
　発行は最終期限となる科目終了試験・スクーリングの結果確認後となります。そのため春学期（４月）入学
生にあっては４月中旬頃、秋学期（10月）入学生にあっては10月中旬頃を予定しております。該当者に関
しては採点・評価を早めに出していただくよう教員に依頼しますが、手続期間が短くなってしまうことをあら
かじめご了承ください。なお通信科目につきましては、上記の理由によりなるべく２月または８月の科目終了
試験で全て単位修得するようにしてください。

申請の時期
　申請は、受講修了日（３月31日もしくは９月30日）の翌日から起算して１ヶ月以内に支給申請手続きを
行ってください。これを過ぎると申請が受けられません。希望される方は必ず申請期間内に支給申請を行って
ください。（手続きに関しては全てご自身の責任において行っていただきます）
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この制度の詳細については

　１．ハローワークに資料を請求してください。
　２．厚生労働省ホームページ（http://www.mhlw.go.jp/）
　　　中央職業能力開発協会（http://www.javada.or.jp/）

通信教育部の事務室について14

　通信教育部の事務室は5号館（正面入ってすぐ右の体育館のある建物）の2階です。
　通信教育部宛の郵便物の宛先は下記の住所へ送付してください。ただし、在学生のレポート用紙の宛先が旧
住所となっていても（松戸市松戸1169）そのままで結構です。
　また、証紙券売機（POS券売機）はクリスタルホール入口に設置されていますので、9：00〜17：00（土
曜日は9：00〜15：00、日曜・祝日は停止）の時間内に交通系ICカード（交通系電子マネー）で証紙を購
入してください。
　科目終了試験当日の遅刻等の緊急連絡先電話番号は047−365−1148（休日専用）となります。科目終
了試験を欠席する場合は連絡不要です。
　事務取扱時間は月曜〜金曜が9：00〜17：00、土曜は9：00〜15：00です。

住　所	 〒271−8555　松戸市岩瀬550　聖徳大学5号館2階
電　話	 047−365−1200（直通）
ＦＡＸ	 047−331−7422（直通）
メール	 tsuushin@wa.seitoku.ac.jp
科目終了試験実施日の休日連絡先　047−365−1148（休日専用）

　　　　　　　　　　　　　※通常の日曜日・祝日・科目終了試験の翌日は休みとなります。
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図書館の利用について15

　大学図書館では、皆様が学習・研究を進める上で必要な資料（学術情報）を、収集・整理・保存して効果的
に提供しています。
　本学図書館のホームページでは蔵書目録を公開していますので、自宅からも蔵書を検察することができます。
そのほかに、予約、貸出期間の延長、文献複写、購入希望などの申し込みをインターネット上で行うことがで
き、通信教育部の皆様にとって大変便利なサービスとなっています。
　詳しくは「川並弘昭記念図書館ホームページ」（http://www.seitoku.jp/lib/）をご覧ください。

施設・設備・利用時間
階 施設・設備 利用時間＊1

８
階
聖徳博物館 9：00〜17：00
閲覧ラウンジ、ラウンジ、自動販売機、化粧室

8：45〜21：30

７
階
一般図書・参考図書・大型本（自然科学・技術・産業・芸術・言語・文学）、新聞
縮刷版、洋書、閲覧席、個人閲覧室、グループ学習室、教員閲覧室、コピーコーナ
ー、自動貸出機、検索用パソコン、化粧室

６
階

一般図書・参考図書・大型本（総記・哲学・歴史・社会科学）、学術雑誌、シラバス
コーナー、教科書コーナー、就職コーナー、閲覧席、個人閲覧室、グループ学習室、
教員閲覧室、コピーコーナー、自動貸出機、検索用パソコン、化粧室
� 受付カウンター（貸出・返却・レファレンス）

５
階（
地
上
階
）

ポピュラーライブラリー(文庫・新書・コミック)、郷土史コーナー、新聞、一般雑誌、
閲覧ラウンジ、こども図書館（絵本・児童書・紙芝居）、自動貸出機、検索用パソコン、
化粧室� 入退館ゲート 、 ブックポスト

8：45〜17：30＊2
（土曜日〜15：00）

４
階
メディアパーク、視聴覚資料室、メディア工房、受付カウンター、化粧室
� 入退館ゲート

8：30〜19：30
（土曜日〜17：30）

＊１　‌�通学生の授業実施期間中の利用時間です。休業期間中については図書館ホームページ、館内掲示等をご
覧ください。

＊２　5階の資料は6階受付カウンターで手続きをすれば閉館時間後も閲覧・貸出ができます。

休館日
・日曜日、国民の祝日	 ・創立記念日（４月27日）、聖徳祭関係の日
・年末年始（12月25日〜翌年１月５日）	 ・その他、学園の定める日

開館時間・休館日の変更は、その都度、図書館ホームページ、館内掲示等でお知らせします。

利用資格
・本学の学生、教職員
・本学の卒業生（課程正科生・科目等履修生は除く）	 ・聖徳学園に在籍する園児・児童・生徒・学生
・SOA（聖徳大学オープン・アカデミー）の会員	 ・その他図書館長の許可を受けた方
＊本学の学生・教職員以外の方は閲覧のみの利用となります。

資料の検索
　所蔵資料は図書館のホームページの「蔵書からさがす」から検索することができます。
　所在は「5階開架こども図書館」、「6階開架閲覧室」、「7階開架閲覧室」のように表示されます。それぞれ
の階で探してください。視聴覚資料は4階にあります。
　所在が「自動書庫」の資料は学内のパソコンから請求できます。検索結果詳細画面で「この本を読む」を選
択し、「6階で受け取る」を選択すると6階受付カウンターで受け取ることができます。また、所在が３階（書
庫）の資料は「資料請求票」を印刷し必要事項を記入の上、6階受付カウンターで請求してください。
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　なお、図書の背表紙ラベルに表示されている請求記号は、日本の図書館で多く採用されている日本十進分類
法に基づいています。閲覧室の図書も日本十進分類法で定められた順序で並んでいます。

閲　覧
　閲覧室の資料は自由に利用できます。利用後は、必ず元の位置に戻すか返却台に置いてください。書庫・自
動書庫内の資料は所定の手続きの上、自由に利用できます。利用後は６階受付カウンターに返却してください。

貸　出
　資料の貸出を受ける際は受講証（SEICA）が必要です。６階受付カウンターで貸出処理を行います。5、6、
7階に設置されている自動貸出機も利用できます。

貸　出 対　象 冊　数 期　間 延　長

通 　 常
教職員・大学院生 20冊 1ヶ月 可
学部・短大生 10冊 2週間 可

卒　論 ＊1 学部・短大生 10冊 1ヶ月 不可
特　別 ＊2 全学生 20冊 2ヶ月 不可

＊1　卒論貸出は所定の手続きが必要です。
＊2　特別貸出は春、夏、冬期休暇中に実施します。

貸出できない資料
　参考図書（禁帯出ラベル貼付）、貴重資料、雑誌、新聞、紀要、その他図書館長が特に指定した資料は館内
のみの利用となります。

マイライブラリ
　利用者一人ひとりの個人ページが図書館ホームページの中にあり、貸出状況の確認や貸出期間の延長、資料
の予約、文献複写申込、購入希望申込などを行うことができます。
　ログインの際に必要な利用者IDと初期パスワードはどちらも受講番号10桁（半角数字、ハイフンなし）です。
　ログイン後はメールアドレスの設定、パスワードの変更をお願いいたします。
　　・メールアドレスの設定	 「操作メニュー／設定変更／メールアドレス」
　　・パスワードの変更	 「操作メニュー／設定変更／パスワード」

延　長
　通常貸出のみ1回に限り貸出期間を延長することができます。手続きを行った日から起算して２週間、貸出
期間が延長されます。６階受付カウンターのほか、自動貸出機、マイライブラリ、または携帯電話サイトから
でも延長の手続きができます。ただし、予約のある場合や返却期限を過ぎている場合は延長できません。

再貸出
　延長手続きをした資料、特別貸出中の資料をもう少し利用したい場合は再貸出が１回に限り可能です。６階
受付カウンターでお申し出ください。ただし、予約のある場合や返却期限を過ぎた場合はできません。

予　約
　マイライブラリ、または携帯電話サイトから資料を予約することができます。ご用意ができ次第、登録され
ているメールアドレスに連絡します。資料は６階受付カウンターに1週間取り置きいたします。

返　却
　開館時間中は、６階受付カウンターにご返却ください。閉館時には図書館５階入口壁面にあるブックポスト
にご返却ください。
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※通信教育部の学生は郵送・宅配便による返却ができます。（期限内必着、送料は利用者自己負担）
　〈送付先〉
　　〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬550／TEL：047-365-1111（代表）
　　聖徳大学川並弘昭記念図書館　宛

宅配貸出
　マイライブラリの予約機能を使って、図書を宅配便で受け取ることができます（ただし、視聴覚資料を除く）。
図書館ホームページで図書を検索し、予約ボタンを押してマイライブラリにログインします。通信欄に「宅配
希望」と入力して予約をお願いします。初回利用時は送付先住所と電話番号、メールアドレスをお書き添えく
ださい。着払いの宅配便でお送りします。

延　滞
　返却が遅れた場合は、ペナルティとして遅れた日数分だけ貸出、予約、資料の取り置きができなくなります。
延滞は他の利用者の迷惑になりますので、必ず期限内に返却してください。

紛失・破損
　資料を紛失・破損した場合は、原則として同一の資料で弁償していただきます。資料の中には絶版等で入手
できないものもありますので、扱いには十分注意してください。

図書館ホームページ（PC・スマートフォン）(http://www.seitoku.jp/lib/)
　次の情報サービスを提供しています。
　・所蔵資料の所在・貸出状況等
　・購読している雑誌、新聞の情報
　・�基本的な利用方法や資料・論文の検索方法など、図書館を使いこなすためのガイド「Library Navi−図書
館を使いこなす」

　・本学の紀要等の目次、卒業論文、修士論文の要旨
　・図書館カレンダー
　・マイライブラリ
　スマートフォン用の蔵書検索サイト（スマートOPAC　https://libserv1.seitoku.ac.jp/drupal/）や携
帯電話向けのサイトもあります。
　QRコードを46頁に掲載しています。

データベース（http://www.seitoku.jp/lib/newhp/onlinedatabase01.html）
　図書館ホームページから次のデータベースが利用できます。
　新聞各紙（朝日、毎日、日経）、医中誌WEB、メディカルオンライン、ジャパンナレッジ、NAXOS 
MUSIC LIBRARY、PubMed、ProQuest、Emerald：library studiesなど。
　学外から利用できるものもあります。詳細については図書館ホームページでお知らせしています。

電子図書館LibrariE（ライブラリエ）
　「いつでも」「どこでも」読書できる電子図書館サービスを導入しました。スマートフォン、タブレット、
PCなどご自身の端末で自由に利用できます。利用者ID・パスワードはどちらも受講番号10ケタ（半角・ハイ
フンなし）です。図書館ホームページからご利用ください。

コピー機（現金式）
　6・7階のコピーコーナーに設置してあります。図書館資料に限り、著作権法第31条の規定に基づき複写を
行うことができます。複写を行う際は「館内資料 複写申込書」を6階カウンターに提出してください。両替は
できませんので小銭をご用意ください。

46頁参照
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パソコン・プリンターの利用
　４階メディアパークではデスクトップのパソコンとプリンターを自由にご利用いただけるほか、ノートパソ
コンの貸出も行っています。Wi-Fiは図書館のどの階でも接続可能です。利用方法等の詳細については館内の
掲示をご確認いただくか、６階カウンターにてお尋ねください。
　※５階・６階・７階の閲覧室にあるパソコンは図書検索用です。印刷はできません。

相互協力サービス
　求めている資料が当館に無い場合、他の大学図書館の資料が利用できます。6階受付カウンターでご相談く
ださい。

・複　写
　�　図書館ホームページの「文献複写申込」からお申し込みができます。
　　料金は下記の通りです。

料　

金

学内文献 通常、１枚35円+送料

学外文献 通常、１枚35〜60円 + 依頼館からの送料 + 申込者への送料
その他、基本料金などがかかることがあります。

時　

間

学内文献 お申し込みから２〜３日以内に発送します。

学外文献 到着までに１週間〜10日ほどかかります。
場合によってはそれ以上かかることもあります。

　�　お支払いは、各種申請支払システム（https://ec.seitoku.ac.jp/kss_web/）を利用ください。コンビニ、
PayPay、LinePay決済等から選択できます。詳細については文献複写物を郵送する際にお知らせします。
複写物を受け取られてから２週間以内にお支払いください。
　�　図書館資料の複写は著作権法第31条の範囲で行うことができます。図書の全ページや雑誌の最新号の複
写はできません。

・現物貸借
　　他大学の図書館が所蔵している資料を借用できます。借用した資料は図書館内でのみ利用できます。
　　※複写・借用に必要な料金は利用者の負担になります。

・閲　覧
　　他大学の図書館で資料を閲覧する場合、紹介状が必要です。6階受付カウンターでご相談ください。
　　紹介状は即日発行できません。閲覧希望日の数日前に余裕を持ってお申し込みください。

ガイダンス
　希望者には図書館の利用方法や情報の検索方法などをご説明いたします。6階受付カウンターでご相談くだ
さい。電子メール（library@wa.seitoku.ac.jp）によるご相談もお受けしています。

レファレンスサービス
　レポートや卒論などで必要な図書館資料や雑誌論文の探し方などの様々なサポートを行います。お気軽に受
付カウンターでご相談ください。電子メール（library@wa.seitoku.ac.jp）によるご相談もお受けしています。

購入希望
　必要な資料の購入希望は図書館ホームページの「購入希望申込」から申し込むことができます。購入されま
したら電子メールでご連絡いたします。
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利用上の注意
・�受講証（SEICA）を必ずお持ちください。受講証を入退館ゲートの読み取り部分にかざすとゲートが開き、
入退館できます。
・館内での携帯電話の使用は禁止されています。
・�館内では密閉可能なふた付き容器（ペットボトル・水筒等）に入った水の持ち込み、飲用ができます。ただ
し食事をすることはできません。水以外の飲み物は自動販売機が設置された8階ラウンジをご利用ください。
・席を離れる時は、必ず貴重品を携帯してください。
・資料は大切に扱いましょう。ページを折ったり、書き込みなどは絶対にしないでください。
・借りた資料を転貸しないでください。
・図書館からの連絡は原則として電子メールで行います。
・忘れ物は当日中は図書館で保管しますが、翌日以降は学生支援課での保管となります。
・図書館利用上のマナーを守り、他人の迷惑になることは慎んでください。
ご不明な点は、6階受付カウンターにてご相談ください。

	 図書館の資料数（令和５年11月末現在）

図　　書 視聴覚資料

和漢書 471,936冊 CD 8,373枚
DVD 2,236枚

洋書 78,832冊 CD-ROM 866枚
逐次刊行物

和雑誌 2,482種 紀要 2,777種
洋雑誌 660種 新聞 23種

聖徳大学川並弘昭記念図書館
〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬550
【TEL】047-365-1111　【FAX】047-365-4900
【P C】http://www.seitoku.jp/lib/
【スマートOPAC】https://libserv1.seitoku.ac.jp/drupal/

【スマートOPAC】



令和６年度『学習のしおり（司書）』　　47

学生サポート

面
接
授
業

（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）に
つ
い
て

修
了
の
手
続
き

履
修
の
継
続
・ 

再
登
録
に
つ
い
て

学
生
サ
ポ
ー
ト

セミナーハウスの利用について16

　本学には学生・卒業生が、学校行事・研究活動や旅行・レジャーに気軽に利用できるセミナーハウス（宿泊
施設）があります。高原の環境の良い場所に建ち、スポーツや温泉等、ご家族・ご友人と一緒に幅広く楽しめ
る特徴を持つ施設が整っています。皆様どうぞお気軽にご利用ください。

信州佐久春日温泉　自然体感リゾート　かすがの森 ─ ──────────────
《本学園のホームページで施設の詳細をご覧いただけます》

　かすがの森は八ヶ岳北端、蓼科山麓の静かないで湯の里、信州春日温泉にあります。豊富な湯量の温泉、渓
流のせせらぎを聴きながら入る露天風呂、体育館やプール、セミナー室など各種スポーツ・研修施設を備えた
温泉とスポーツの宿です。
　すぐ裏を流れる千曲川支流の鹿曲川での渓流釣り、バーベキュー、馬事公苑での乗馬、蓼科山への登山、名
所旧跡へのハイキング、自然遊歩道での散策等、豊かな自然を体感できます。
　クラスの懇親旅行に、クラブ・同好会等の合宿、また、家族、友人との旅行等に、ぜひご利用ください。

　（1）利用申込方法
　　　利用希望者は、「かすがの森」のフロントに直接お申込みください。
　　�　お申込みの際は、学園関係者（通信教育部の学生）である旨を必ずお伝えください。また、メールでも

ご予約いただけます。
　　☆�　利用当日、「学生証または受講証」を持参してください。不明な点がありましたら、ご遠慮なく「か

すがの森」のフロントへお問い合せください。

　（2）交通機関
　　■ 東京方面より新幹線で

　　　　　　 新幹線　　　千曲バス　　　　　　東信観光バス　
　　　・東京 ─ 佐久平 ─ 望月ターミナル ─ 春日温泉（かすがの森前）
　　　　　　5,930円　　  200円　　　　　　　 200円

　　■ 東京方面より高速バスで
　　　　　　　　千曲バス
　　　　　　　　西武観光バス　　　千曲バス　　　　　　東信観光バス　
　　　・池袋駅東口  ─ 佐久平駅  ─ 望月ターミナル ─ 春日温泉（かすがの森前）
　　　　　　　　　2,300円〜　　　 200円　　　　　　　 200円

　　　　　　※Web割引 2,200円〜

　　■ 東京方面より自動車で
　　　・大泉Ｊ.Ｃ.Ｔ ─ 藤岡Ｊ.Ｃ.Ｔ ─ 佐久南Ｉ.Ｃ ─ 春日温泉（かすがの森）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

（約25分）

　　（なお、佐久平駅より「かすがの森」までタクシーをご利用の場合は4人・9人乗りがあります。8,000円位〜）

　　　・小諸観光タクシー　　　TEL　0267-65-8181
　　　・望月ハイヤー　　　　　TEL　0267-53-3232
　　　※人数により送迎も承ります。詳細はフロントまでお問い合わせください。
　　　※運賃は、令和５年11月現在のものです。
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　（3）宿泊料金
　　宿泊料（1泊2食付、税込）
　　通信教育部の学生は「学生」の宿泊料で利用できます。	 令和５年12月現在

シーズン

区　分

平日・休日
（特別期間を除く）

特　別　期　間
8/1〜8/31
および休日前日 12／31〜1／3

在 学 生 ・ 教 職 員
学生・生徒 5,800〜 5,800〜 7,500〜
児童・園児 4,100〜 4,100〜 5,800〜
教職員 5,800〜 6,400〜 7,500〜

卒業生・家族・同伴者
卒業生・家族・同伴者 8,600〜 9,700〜 12,600〜
3歳〜小学生 4,400〜 4,700〜 6,400〜

一 　 般
紹介・その他 9,400〜 10,600〜 12,900〜
3歳〜小学生 5,600〜 6,400〜 7,700〜

※入湯税（150 円）は上記料金に含まれております。（中学生以上）
※1室3名以上の料金です。1室1〜2名でご利用の場合は割増料金となります。
※利用する部屋のタイプにより料金が異なります。
※一般（学園関係者以外）の方も利用できます。
※各施設利用料、申込取消・変更の際の違約金については、お問い合わせください。

　（4）利用期間・時間帯
　　○年中無休（ただし、学園指定日を除く）
　　　宿泊利用（チェック・イン＝15時、チェック・アウト＝10時）

　（5）施設
　　収容人員　約250名　鉄筋4階建（和室−35、洋室−6）
　　�冷暖房（客室）、冷蔵庫（客室）、テレビ（客室）、給湯器、総合体育館、温泉プール（25ｍ×7コース）、
大食堂、大広間（80畳）、小広間（3室）、売店、男女各大浴場（サウナ室付）、男女各露天風呂、セミナー
室（6室・ピアノ備付）、コインランドリー、バーベキュー広場、日本庭園、総合グラウンド（ゲートボー
ル場）、駐車場、他

　（6）所在地
　　〒384−2205　長野県佐久市春日2258−1
　　ＴＥＬ　0267−52−2111（代）　ＦＡＸ　0267−52−2119
　　E-mail  kasugaso@sas.janis.or.jp

　　 かすがの森ホームページ　http://www.kasuganomori.com/
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案内図

小
海
線

中央自動車道中央本線

上信越自動車道

長野新幹線

しなの鉄道線

至新宿

Ｉ
Ｃ

至
松
本

至
松
本

至
松
本

至
松
本

至
東
京

至
練
馬
Ｉ
Ｃ

至
下
仁
田
Ｉ
Ｃ

至高井戸ＩＣ

至長野
至鹿沢

冬期通行止

小淵沢IC

長坂IC

須玉IC

諏訪IC

佐久IC

小諸IC

東部湯の丸IC

軽井沢

佐久平

小諸

上田

小淵沢

春日温泉

152

142

142

152

299

141

299

N

S

W E

女神湖
八島ヶ原
湿原 蓼科牧場

御泉水自然園

蓼科第二牧場
長門牧場

望月

美ヶ原高原

野辺山高原

浅間山

赤 岳

天狗岳

蓼科山

美ヶ原高原美術館

ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン

地蔵峠

車
坂
峠

清里

松原湖

白駒池

蓼科湖

中込
コスモス街道

141
142

大河原峠
＆ハイキングコース

麦草峠

和田峠

（
八

　
　ケ

　
　岳
）

白
樺
湖

霧ケ峰

諏訪湖

18

254

254

望月宿

茂田井宿

小諸

春日渓谷

諏訪南IC

かすがの森

上越自動車道

しなの鉄道

佐久平

小 諸

小諸I.C.

新望
月

トン
ネル

千曲川

至
中
央
自
動
車
道
←

　
　
　
　須
玉
I.C.

→
至
長
野

細
小
路
川

鹿
曲
川

滝
め
ぐ
り
歩
道
橋

長 野 新 幹 線

N

S

W E

蓼科山

10

9

7

8

3
2

1

11
13

13

12

6

5

4 春日温泉

←至 長野

←至和田峠

　　下諏訪

女神湖

至
白
樺
湖
←

至
中
央
自
動
車
道

諏
訪
I.C.

▲2,530m

▲2,093m

登山道
双子池

双子山　登山道

142

142
44

かすがの森

① 鹿曲川
② 馬事公苑
③ ジリの木広場
④ 望月カントリークラブ
⑤ 望月リソルゴルフクラブ
⑥ サニーカントリークラブ
⑦ 立科ゴルフ倶楽部
⑧ 旧中山道「望月宿」
⑨ 旧中山道「茂田井間宿」
⑩ 小諸（懐古園ほか）
⑪ 大河原峠＆ハイキングコース
⑫ 長門牧場
⑬ 蓼科牧場・女神湖・御泉水自然園

☆�森と湖のヒーリングリゾート　山中湖ガーデンヴィラについては、詳細が決まり次第在学生向けホームペー
ジでお知らせします。
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�　
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ト
や
ウ
ェ
ブ
技
術
を
使
い
、
個
人
の
発
信
を
も
と
に
不
特
定
多
数
の
ユ
ー
ザ
ー
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
で
す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
は
す
べ
て
を
網
羅
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、（
２
0
１
７
年
４
月
時
点
で
）
以
下
の

よ
う
な
例
が
あ
る
こ
と
を
、
学
園
関
係
者
は
認
識
し
て
行
動
し
ま
す
。

　（
1
）【
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
（
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S
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等
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】

　
　
　
 価
格
.c
om
、
食
べ
ロ
グ
、
Y
el
p、
等

　（
10
）
そ
の
他
(１
)〜
(９
)に
類
す
る
も
の

３
．

適
用

範
囲

　
�　
本
学
園
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
ポ
リ
シ
ー
は
、
学
園
関
係
者
（
教
職
員
、
学
生
・
生
徒
・
児
童
、
後
援
会
、
同
窓
会
、
協
力
会
社
）
す
べ
て
の
者
に
対
し

て
適
用
さ
れ
ま
す
。
適
用
対
象
者
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
、
本
学
園
に
関
す
る
こ
と
を
発
信
す
る
際
に
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
ポ
リ
シ
ー
を
確

認
し
て
行
動
し
ま
す
。

４
．

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
を

利
用

す
る

目
的

　
�　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
本
学
園
の
活
動
を
広
く
社
会
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
ユ
ー
ザ
ー
の
皆
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
で
、

本
学
園
の
活
動
に
対
す
る
社
会
か
ら
の
認
知
を
広
げ
、
理
解
を
深
め
ま
す
。
ま
た
、
次
項
の
行
動
指
針
に
基
づ
く
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
利
用
を
心
が
け
る
こ

と
に
よ
り
、
社
会
か
ら
一
層
信
頼
さ
れ
る
学
園
を
目
指
し
ま
す
。

５
．

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
利

用
に

関
す

る
行

動
指

針
　
�　
学
園
関
係
者
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
す
る
際
、
建
学
の
精
神
「
和
」
を
強
く
意
識
し
な
が
ら
、
以
下
の
行
動
指
針
に
従
い
、
社
会
へ
の
情
報
発
信

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　（
1
）
学
生
・
生
徒
・
児
童
・
園
児
の
安
全
で
充
実
し
た
学
園
生
活
、
学
業
や
課
外
活
動
で
の
努
力
や
活
躍
、
人
間
的
成
長
を
応
援
し
ま
す
。

　（
2
�）
学
生
・
生
徒
・
児
童
・
園
児
の
教
育
的
な
利
益
を
考
え
、
社
会
に
有
為
な
人
材
を
送
り
出
す
た
め
に
努
力
し
、
教
育
改
革
、
教
育
力
向
上
に
尽
力
す
る
教

職
員
の
取
り
組
み
を
応
援
し
ま
す
。

　（
3
）
学
園
内
の
教
育
環
境
整
備
を
進
め
、
地
球
環
境
へ
の
配
慮
に
努
め
る
学
園
関
係
者
の
取
り
組
み
を
応
援
し
ま
す
。

　（
4
）
本
学
園
の
受
験
を
検
討
さ
れ
る
皆
様
、
本
学
園
を
利
用
し
て
進
路
研
究
、
進
路
学
習
、
キ
ャ
リ
ア
学
習
を
行
わ
れ
る
皆
様
の
活
動
を
応
援
し
ま
す
。

　（
5
）
地
域
社
会
の
皆
様
と
連
携
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
学
園
関
係
者
の
活
動
を
応
援
し
ま
す
。

　（
6
）
歴
史
と
伝
統
を
積
み
重
ね
、
学
園
を
築
か
れ
た
先
人
、
学
園
の
存
立
と
発
展
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
感
謝
し
ま
す
。

　（
7
）
社
会
が
顕
在
的
、
潜
在
的
に
求
め
る
、
学
園
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
、
常
に
模
索
、
追
求
し
ま
す
。

６
．

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
利

用
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
　（
1
�）
本
学
園
の
所
属
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
た
ア
カ
ウ
ン
ト
を
利
用
し
て
情
報
を
発
信
す
る
場
合
に
は
、
本
学
園
の
代
表
者
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
持
ち
ま

す
。
個
人
の
利
用
に
お
い
て
も
、
投
稿
し
た
情
報
が
本
学
園
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
ま
す
。

　（
2
）
守
秘
義
務
に
従
い
、
機
密
情
報
を
公
開
し
ま
せ
ん
。

　（
3
）
個
人
情
報
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
は
十
分
配
慮
し
て
発
信
し
ま
す
。

　（
4
）
著
作
権
、
肖
像
権
、
商
標
権
な
ど
の
各
種
法
令
を
遵
守
し
ま
す
。

　（
5
�）
本
学
園
に
関
わ
る
者
に
対
す
る
権
利
の
侵
害
や
、
他
者
を
困
ら
せ
る
内
容
、
他
者
の
悪
口
を
投
稿
し
ま
せ
ん
。
ま
た
学
園
関
係
者
の
安
全
を
脅
か
す
お
そ

れ
の
あ
る
情
報
を
発
信
し
ま
せ
ん
。

　（
6
�）
発
信
す
る
情
報
は
正
確
に
記
述
す
る
こ
と
を
心
が
け
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
誤
解
を
招
か
ぬ
よ
う
配
慮
し
ま
す
。
発
信
し
た
情
報
に
誤
り

が
あ
る
と
分
か
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
情
報
を
訂
正
し
ま
す
。
そ
の
際
、
変
更
箇
所
・
事
由
を
な
る
べ
く
明
記
し
ま
す
。
一
度
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
公
開

さ
れ
た
情
報
は
完
全
に
は
削
除
で
き
な
い
こ
と
を
理
解
し
ま
す
。

　（
7
�）
発
信
し
た
情
報
が
本
学
園
の
評
価
に
な
る
こ
と
を
認
識
し
、
他
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
容
的
か
つ
共
感
的
な
態
度
で
受
け
と
め
る
姿
勢
で
対
応
し
ま

す
。
も
し
、
意
に
反
し
て
他
者
を
傷
つ
け
た
り
、
誤
解
を
生
じ
さ
せ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
誠
実
に
対
応
し
、
責
任
あ
る
行
動
で
対
処
し
ま
す
。
ま
た
本
学

園
に
対
し
て
否
定
的
、
中
傷
的
な
投
稿
を
目
に
し
た
場
合
、
個
人
の
判
断
で
反
論
や
議
論
は
せ
ず
、
必
ず
担
当
部
署
に
報
告
し
ま
す
。

　（
8
）
次
に
掲
げ
る
情
報
は
発
信
し
ま
せ
ん
。

　
　
①
不
敬
な
言
い
方
を
含
む
情
報

　
　
②
人
種
、
思
想
、
信
条
等
の
差
別
、
ま
た
は
差
別
を
助
長
さ
せ
る
情
報

　
　
③
違
法
行
為
ま
た
は
違
法
行
為
を
煽
る
情
報

　
　
④
単
な
る
噂
や
噂
を
助
長
さ
せ
る
情
報

　
　
⑤
わ
い
せ
つ
な
内
容
の
情
報

　
　
⑥
そ
の
他
公
序
良
俗
に
反
す
る
情
報

　（
9
�）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
即
時
性
が
高
く
、
情
報
が
恒
久
的
に
残
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
に
て
投
稿
す
る
場

合
は
ロ
グ
を
残
す
よ
う
心
が
け
ま
す
。

７
．

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
ユ

ー
ザ

ー
の

皆
様

へ
　
�　
学
園
関
係
者
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
発
信
す
る
情
報
は
、
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
の
発
言
を
含
め
、
必
ず
し
も
す
べ
て
が
本
学
園
の
公
式
発
表
・
見
解
を

表
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
学
園
の
公
式
発
表
・
見
解
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
(h
tt
p:
//
w
w
w
.s
ei
to
ku
.jp
)を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
�　
本
学
園
の
ア
カ
ウ
ン
ト
に
対
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
行
為
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
ユ
ー
ザ
ー
の
皆
様
の
行
為
が
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、
コ
メ

ン
ト
を
削
除
す
る
等
の
対
応
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　（
1
）
本
人
の
承
諾
な
く
個
人
情
報
を
開
示
、
漏
洩
す
る
も
の

　（
2
）
本
学
園
ま
た
は
第
三
者
の
名
誉
、
信
用
を
傷
つ
け
、
誹
謗
中
傷
す
る
も
の

　（
3
）
本
学
園
ま
た
は
第
三
者
の
著
作
権
、
肖
像
権
、
知
的
財
産
権
を
侵
害
す
る
も
の

　（
4
）
法
令
や
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の

　（
5
）
そ
の
他
、
本
学
園
が
不
適
切
と
判
断
す
る
も
の

８
．

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
ポ

リ
シ

ー
の

管
理

運
用

　
　
本
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
ポ
リ
シ
ー
の
管
理
お
よ
び
運
用
に
関
す
る
対
応
担
当
部
署
は
、
総
務
課
と
し
ま
す
。

　
　
本
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
ポ
リ
シ
ー
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
は
予
告
な
く
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

以
上

学
校

法
人

東
京

聖
徳

学
園

ソ
ー

シ
ャ

ル
メ

デ
ィ

ア
ポ

リ
シ

ー
（
利
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）

制
定
 平
成
2
9
年
7
月
5
日
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大
学
や
短
期
大
学
に
は
、
教
育
・
研
究
に
よ
っ
て
社
会
の
諸
問
題
を
解
決
し
、
未
来
を
よ
り
良
く
し
て
い
く
使
命
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
人
と
し
て
守

り
行
う
べ
き
こ
と
を
踏
ま
え
、
責
任
あ
る
姿
勢
で
、
学
習
や
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
文
部
科
学
省
策
定
の
「
研
究
活
動
に
お
け
る
不
正
行
為
へ
の

対
応
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
お
い
て
は
、
全
て
の
教
員
と
学
生
が
、
学
習
や
研
究
に
取
り
組
む
際
に
守
る
べ
き
こ
と
を
理
解
し
、
実
践
す
る
こ
と
を
求

め
て
い
ま
す
。

「
研
究
」
と
い
う
と
、
先
生
方
や
大
学
院
生
の
活
動
が
対
象
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
学
生
の
皆
さ
ん
も
、
授
業
な
ど
で
課
さ
れ
る
レ
ポ
ー

ト
や
学
位
論
文
を
作
成
さ
れ
た
り
、
取
り
組
ん
だ
成
果
を
発
表
さ
れ
る
際
に
も
守
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
、
最
も
基
本
的
な
こ
と
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
。
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
学

習
や

研
究

を
進

め
る

に
あ

た
っ

て
　
学
習
や
研
究
を
進
め
る
た
め
に
は
、
主
に
以
下
の
要
素
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　〈
誠
実
さ
〉
自
分
自
身
の
ア
イ
デ
ア
や
言
葉
を
用
い
る
こ
と
。
他
人
の
ア
イ
デ
ア
等
を
使
用
す
る
際
に
は
、
そ
の
こ
と
を
十
分
に
示
す
こ
と
。

　〈
正
直
さ
〉
情
報
を
正
直
に
伝
え
、
誠
心
誠
意
を
尽
く
す
こ
と
。

　〈
正
確
さ
〉
得
ら
れ
た
結
果
を
誤
り
な
く
正
確
に
伝
え
る
こ
と
。

　〈
客
観
性
〉
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
表
現
し
て
、
先
入
観
や
思
い
込
み
を
含
め
な
い
こ
と
。

　〈
再
現
性
〉
誰
が
実
験
等
を
し
て
も
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
。

　〈
透
明
性
〉
グ
ル
ー
プ
で
の
研
究
に
お
い
て
は
、
自
由
に
意
見
を
出
し
、
相
互
に
批
判
で
き
る
よ
う
な
体
制
作
り
に
努
め
る
こ
と
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
守
る
た
め
に
は
、
予
め
し
っ
か
り
計
画
を
立
て
て
、
適
切
な
手
順
を
踏
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
�思
い
つ
く
ま
ま
に
研
究
を
始
め
、
デ
ー
タ
を
ま
と
め
る
頃
に
な
っ
て
計
画
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
な
ん
と
か
帳
尻
を
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
修
正

な
ど
を
始
め
る
こ
と
が
往
々
に
し
て
［
不
正
］
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
�ま
た
、
不
用
意
な
言
動
や
調
査
内
容
、
デ
ー
タ
管
理
の
不
備
は
、
対
象
者
に
心
理
的
に
過
度
な
負
担
を
与
え
た
り
、
個
人
情
報
流
出
な
ど
の
被
害
を
与
え
て
し

ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
開
始
前
に
計
画
を
立
て
、
指
導
の
先
生
に
相
談
し
て
、
段
取
り
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
デ

ー
タ

の
正

し
い

取
り

扱
い

に
つ

い
て

　
研
究
成
果
に
は
「
正
確
さ
」
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
信
憑
性
を
揺
る
が
す
行
為
は
、
不
正
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

　
�ま
た
、
自
分
の
学
習
や
研
究
が
正
し
く
行
わ
れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、
記
録
・
保
存
を
含
め
て
適
切
な
デ
ー
タ
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。
デ
ー
タ
を

正
し
く
扱
う
た
め
に
以
下
の
点
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
◦
デ
ー
タ
は
正
確
に
表
記
し
ま
し
ょ
う
。
デ
ー
タ
で
示
さ
れ
て
い
る
範
囲
で
結
論
を
述
べ
て
く
だ
さ
い
。

　
◦
自
ら
の
求
め
る
結
果
を
出
そ
う
と
し
て
、
都
合
の
良
い
デ
ー
タ
解
析
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
◦
自
ら
の
研
究
の
意
義
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
公
正
な
立
場
で
批
評
的
に
評
価
し
て
く
だ
さ
い
。

　
◦
観
察
結
果
に
関
し
て
、
偏
見
を
持
っ
た
考
察
を
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
◦
研
究
過
程
や
結
果
を
研
究
ノ
ー
ト
（
電
子
フ
ァ
イ
ル
含
む
）
に
正
確
に
記
録
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
◦
研
究
ノ
ー
ト
、
貴
重
な
研
究
デ
ー
タ
、
研
究
資
料
を
一
定
期
間
、
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
◦
既
に
発
表
し
た
研
究
記
録
や
、
他
の
研
究
者
に
と
っ
て
有
用
な
研
究
記
録
を
後
日
見
返
せ
る
よ
う
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

◆
人

を
対

象
と

し
た

研
究

領
域

で
特

に
留

意
す

べ
き

倫
理

事
項

　（
1
）
事
前
に
説
明
を
し
、
同
意
を
得
る
こ
と
（
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
）
の
必
要
性

　
　
　
◦
研
究
活
動
に
協
力
・
参
加
す
る
人
・
機
関
等
に
対
し
て
は
、
必
ず
事
前
に
説
明
を
し
て
当
該
研
究
に
つ
い
て
の
了
解
を
得
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
◦
�研
究
に
協
力
す
る
人
に
生
じ
る
負
担
並
び
に
予
測
さ
れ
る
リ
ス
ク
及
び
利
益
、
リ
ス
ク
を
回
避
・
最
小
化
す
る
対
策
、
不
利
益
が
生
じ
た
場
合
の
対
応

方
法
に
つ
い
て
も
十
分
に
説
明
を
行
い
、
同
意
を
得
た
う
え
で
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　（
2
）
協
力
者
ら
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
個
人
情
報
の
保
護

　
　
　
◦
協
力
者
ら
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
し
た
り
、
調
査
・
実
験
で
得
た
個
人
情
報
を
漏
ら
し
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

<
参
考
資
料
>

　
◆
 日
本
学
術
振
興
会
『
科
学
の
健
全
な
発
展
の
た
め
に
−
誠
実
な
科
学
者
の
心
得
−
』
丸
善
出
版
（
平
成
2
7
年
）

　
　
 h
tt
ps
:/
/w
w
w
.js
ps
.g
o.
jp
/j
-k
ou
se
i/
da
ta
/r
in
ri.
pd
f

◆
不

正
行

為
を

し
な

い
　
学
習
や
研
究
は
、
不
正
が
な
く
正
し
い
方
法
で
実
施
さ
れ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
価
値
あ
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
次
に
掲
げ
る
行
為
は
、
学
習
や
研
究
の
価
値
を
否
定
す
る
、
不
正
行
為
で
す
。
絶
対
に
行
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
自
身
の
行
為
が
不
正
行
為
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
、
疑
問
に
思
っ
た
場
合
は
指
導
教
員
の
先
生
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ね
つ
造

　
存
在
し
な
い
デ
ー
タ
、
研
究
結
果
等
を
作
成
す
る
こ
と
。

　【
事
例
】
‌�実
験
、
調
査
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
実
施
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
た
か
も
実
施
し
た
か
の
よ
う
に
架
空
の
デ
ー
タ
や
検
証
結
果
な
ど

を
作
り
上
げ
、
レ
ポ
ー
ト
や
論
文
な
ど
に
記
載
し
た
。

　
改
ざ
ん
造

　
研
究
資
料
・
機
器
・
過
程
を
変
更
す
る
操
作
を
行
い
、
デ
ー
タ
、
研
究
活
動
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
果
等
を
真
正
で
な
い
も
の
に
加
工
す
る
こ
と
。

　【
事
例
】
‌�論
文
に
掲
載
す
る
画
像
、
デ
ー
タ
、
グ
ラ
フ
な
ど
に
つ
い
て
、
研
究
者
が
証
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
結
論
に
無
理
に
合
わ
せ
る
た
め
に
、
あ
り
の
ま

ま
の
も
の
か
ら
書
き
換
え
た
。

　
※
「
ね
つ
造
」
と
「
改
ざ
ん
」
は
定
義
上
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
両
者
が
混
在
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
区
別
が
難
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
盗
用
（
剽ひ
ょ
う
せ
つ

窃
）

　
他
の
研
究
者
の
ア
イ
デ
ア
、
分
析
・
解
析
方
法
、
デ
ー
タ
、
研
究
結
果
、
論
文
又
は
用
語
を
当
該
研
究
者
の
了
解
ま
た
は
適
切
な
表
示
な
く
流
用
す
る
こ
と
。

　【
事
例
】

　
　
①
�活
字
媒
体
（
書
籍
・
雑
誌
等
）
や
W
EB
サ
イ
ト
等
に
掲
載
さ
れ
た
他
人
の
文
章
（
無
署
名
で
あ
っ
て
も
）
や
資
料
等
を
出
典
を
示
さ
ず
に
そ
の
ま
ま
使

い
（
コ
ピ
ー
＆
ペ
ー
ス
ト
）、
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
を
作
成
し
た
。

　
　
②
引
用
し
た
部
分
を
具
体
的
に
示
さ
ず
、
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
の
最
後
に
「
○
○
参
照
」
な
ど
と
簡
単
に
触
れ
る
に
と
ど
め
た
。

　
　
③
他
人
が
作
成
し
た
文
章
を
あ
た
か
も
自
分
が
作
成
し
た
か
の
よ
う
に
み
せ
か
け
て
、
レ
ポ
ー
ト
・
論
文
を
作
成
し
た
。

　
な
お
、
上
記
に
類
似
し
た
行
為
、
及
び
こ
れ
を
助
け
る
行
為
も
盗
用
（
剽
窃
）
と
さ
れ
ま
す
。

　
※
不
正
行
為
の
定
義
は
「
研
究
活
動
に
お
け
る
不
正
行
為
へ
の
対
応
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

　（
平
成
2
6
年
８
月
2
6
日
　
文
部
科
学
大
臣
決
定
）
よ
り
引
用
。
ht
tp
:/
/w
w
w
.m
ex
t.g
o.
jp
/b
_m
en
u/
ho
ud
ou
/2
6
/0
8
/1
3
5
1
5
6
8
.h
tm

論
文
等
の
作
成
に
お
け
る
以
下
の
行
為
も
、
不
正
行
為
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　
不
適
切
な
オ
ー
サ
ー
シ
ッ
プ

　
�著
者
と
し
て
の
資
格
が
な
い
の
に
著
者
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
こ
と
を
許
可
す
る
こ
と
、
ま
た
反
対
に
著
者
と
し
て
の
資
格
が
あ
り
な
が
ら
、
著
者
に
加
え
ら
れ

な
い
こ
と
を
許
可
す
る
こ
と
。

　
二
重
投
稿

　
�同
一
の
論
文
等
ま
た
は
極
め
て
類
似
し
た
内
容
の
論
文
等
を
複
数
の
機
関
誌
等
に
投
稿
す
る
こ
と
。
ま
た
、
著
者
自
身
に
よ
っ
て
す
で
に
公
表
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
開
示
す
る
こ
と
な
く
、
同
一
の
情
報
を
投
稿
し
、
発
表
す
る
こ
と
。

学
習

や
研

究
に

取
り

組
む

際
に

守
る

べ
き

こ
と
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各 種 証 明 書 等 費 用 一 覧

種　　　類 手　数　料 様式 備考 備　　　　　考
学 習 進 度 一 覧 表 100円

①
・�提出するときは封筒に○○書（願・届）

と表記してください。

・�手数料納入には、郵便小為替、現金

書留、大学発行の証紙のいずれかを

使用してください。

・�返信用封筒長３サイズには宛名を明

記のうえ、切手を添付してください。

単 位 修 得

成 績 証 明 書
300円

在 籍 証 明 書 300円
在 籍 期 間 証 明 書 300円
ス ク ー リ ン グ

受 講 証 明 書
不　要 ②

受 講 証

再 交 付
3000円 ④ 書留のため

404円切手

面 接 授 業 の 休

暇 依 頼 状 交 付
100円 ⑤

改 姓 ・ 住 所 変 更 不　要 ⑦

※証明書交付の申請を受理してから発行までには10日間程度かかります。郵送でのやりとりの場合、約２週間を目安に、余裕を持って申込みをしてください。

証明書の申込方法　 31頁参照



〈様式１〉証 明 書 交 付 願

※黒枠の中は全て記入してください。

在
籍
期
間

男 

・ 

女

　　年　　　月　　　日提出日

本　籍

フ リ ガ ナ

Name

生年月日 　　　　　　　　　 年　　　　　月　　　　　日生

氏　　名

現 住 所 〒　　　　　̶

（電話番号　　　　　　　－　　　　　　　－　　　　　　　）

勤 務 先

使用目的・提出先・提出〆切日（提出先は略称を用いず、正式名称を記入すること。）

（使用目的）

（提出先）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （提出〆切日）　　　　　年　　　月　　　日

交付希望証明書

証明書種類

通

通

通

通

学習進度一覧表

在籍証明書

単位修得成績証明書

在籍期間証明書

（電話番号　　　　　　　－　　　　　　　－　　　　　　　）

年　　　月　　　日から
年　　　月　　　日まで

修了（見込）・
除籍・在籍中  

都・道
府・県

聖徳大学短期大学部学長殿

受講
番号

●証明書発行まで通常10日間程度かかります。 
●証明書交付に必要な金額を計算して、過不足のないように、その金額の郵便小為替を同封、もしくは、証紙（聖徳大学発行のもの）を裏
面に貼付してください。
●証明書交付を英文で希望する場合は氏名のスペルをName欄に記入するとともに、交付希望証明書欄に英文で希望する旨を明記してくだ
さい。なお、英文証明書の発行は、各証明書と2000円が必要です。発行までに約1ヵ月程度かかります。
●氏名の字体は、楷書で戸籍どおりのものを記入してください。
●この書式はコピーしてお使いください。
●返信用封筒を必ず同封してください。（長3号封筒　1～2通までは84円切手を貼付、あて名明記）
●各証明書で厳封を希望される場合は、その旨を申込書に記入してください。（単位修得成績証明書は原則厳封します。）

受　付　日

窓口で受取り希望の方 来校日　　　年　　月　　日（　　）　※即日発行はできません。
※通信教育部の窓口に来られる方が対象となります。
　事務取扱い時間、月～金曜日は9：00～17：00、土曜日は9：00～15：00までです。（ ）

証明書発行日

令和６年度『学習のしおり（司書）』　　55
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〈様式2〉

（注）学生本人に送付しますので、返信用封筒（宛名明記、84円切手貼付）を同封してください。
（注）発行はスクーリング受講後10～14日程度かかります。

　　　　　年　　　月　　　日

聖徳大学短期大学部学長殿

１　スクーリング受講証明書（　　　　　　）通

２　受講科目

３　提出先（未記入の場合、発行できません。正確に記入してください。）

受講番号

氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

生年月日　　 　　　　　　 年　　　　月　　　　日

　　　　年　　月　　日～　　年　　月　　日

スクーリング受講証明書発行願

事業所所在地　〒

事業所名

所属長氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役職

キ

リ

ト

リ

令和６年度『学習のしおり（司書）』　　57
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〈様式3〉

　　　　　年　　　月　　　日

取り消す科目

変更後、受講する科目

取り消し理由

変更後の金額

（￥　　　　　　　　）

申込みをした科目

（いずれかに○）
私は今回の（夏期・冬期・春期・WE１期・WE２期）スクーリングを申込みましたが、

以下の理由により取り消しいたします。

※科目の取り消し、スクーリングの取り消しを行う方はこの用紙をコピーして使用してください

受講番号

氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

（ＴＥＬ）　　　　　̶　　　　　　　̶

スクーリング受 講 科目変 更・取 消 願

キ

リ

ト

リ

令和６年度『学習のしおり（司書）』　　59
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〈様式4〉

　　　　　年　　　月　　　日

聖徳大学短期大学部学長殿

現住所　　〒

願出の理由（具体的に）

受講開始年度　　　　　　　　年　　　月　　　日

上記の理由により受講証を再交付していただきたいので、手数料及び返信用封筒

（長３封筒・宛先明記・簡易書留送料分404円切手貼付）を同封してお願いします。

（ＴＥＬ）　　　　　̶　　　　　　　̶

受講番号

氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

生年月日　　 　　　　　　 年　　　　月　　　　日

証　紙　貼　付
（3000円分）

受 講 証 再 交 付 願

キ

リ

ト

リ
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〈様式5〉

　　　　　年　　　月　　　日

受講番号

氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

生年月日　　 　　　　　　 年　　　　月　　　　日

　　　　年　　月　　日～　　年　　月　　日受講科目

　　　　年　　月　　日～　　年　　月　　日受講科目

　　　　年　　月　　日～　　年　　月　　日受講科目

　　　　年　　月　　日～　　年　　月　　日受講科目

　　　　年　　月　　日～　　年　　月　　日受講科目

提出先（未記入の場合、発行できません。正確に記入してください。）

事務所所在地　　〒

事業所名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＴＥＬ）　　　　̶　　　　　̶

届先所属長氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（左記入者役職名）

面接授業の休暇依頼状交付願

聖徳大学短期大学部学長殿

証　紙　貼　付
（100円分）

（注）上司に直接手渡しする場合は、返信用封筒に自分の宛先を記入してください。
（注）スクーリング受講料入金後１週間での発行となります。

キ

リ

ト

リ
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〈様式6〉

　　　　　年　　　月　　　日

受講番号

氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

生年月日　　 　　　　　　 年　　　　月　　　　日

本籍地（都道府県のみ）

現住所　　〒

連絡先（TEL）　自宅　　　　　　̶　　　　　　　̶

　　　（TEL）　勤務先　　　　　̶　　　　　　　̶

修 了 予 定 届

聖徳大学短期大学部学長　殿

１．修了予定年月日　　該当日に○

　　　令和６年９月30日

　　　令和７年３月31日

２．未修得科目（裏面チェック表に丸印を記入すること）

３．教育訓練給付金の支給を

　　希望する・希望しない（いずれかに○）

勤務先名

職種名

※氏名は楷書で戸籍どおりのものを記入してください。

キ

リ

ト

リ

提出期間：９月修了予定者　令和６年８月12日（月）～８月30日（金）
　　　　　３月修了予定者　令和７年２月３日（月）～２月23日（金）
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専

　
　
　
　
　
　門

　
　
　
　
　
　教

　
　
　
　
　
　育

　
　
　
　
　
　科

　
　
　
　
　
　目

開　　　　講　　　　科　　　　目
未修得科目に○を

付けてください

※

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

１

１

１

１

２

N142

N143

N145

N146

N147

N148

N210

N152

N210

N207

N149

N150

N153

N154

N155

15科目計

※修得済の場合は記入不用です。
※旧カリキュラム科目履修者は、読替後の新カリキュラム科目でチェックしてください。

26単位

単位数

通

　
　
　
　
　信

　
　
　
　
　科

　
　
　
　
　目

面

　
　
　接

　
　
　科

　
　
　目

生 涯 学 習 概 論

図 書 館 概 論

図 書 館 制 度 ・ 経 営 論

図 書 館 サ ー ビ ス 概 論

情 報 サ ー ビ ス 論

児 童 サ ー ビ ス 論

図 書 館 情 報 資 源 概 論

情 報 資 源 組 織 論

図 書 ・ 図 書 館 史

図 書 館 情 報 技 術 論

情 報 サ ー ビ ス 演 習 Ⅰ

情 報 サ ー ビ ス 演 習 Ⅱ

情 報 資 源 組 織 演 習 Ⅰ

情 報 資 源 組 織 演 習 Ⅱ

図 書 館 サ ー ビ ス 特 論



改
姓
・
住
所
変
更
届

提
出
日
　
　
　

印

フ
リ
ガ
ナ

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
氏
名

氏

都
道

府
県

携
帯
電
話

※
住
所
変
更
「
住
所
変
更
届
」と
裏
面
シ
ー
ル
が
必
要
な
場
合
は「
返
信
用
封
筒
」（
宛
名
記
入
84
円
切
手
貼
付
）を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
改
　
　
姓
「
受
講
証
」、
「
改
姓
届
」、
「
返
信
用
封
筒（
宛
名
記
入
40
4円
切
手
貼
付
）」
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
電
話
番
号
の
み
変
更
の
場
合
、返
信
用
封
筒
は
不
要
で
す
。

（
　
　
　
　
）

T
EL

（
　
　
　
　
）

〒
－

名
印

短
期
大
学
部
図
書
館
司
書
課
程
科
目
等
履
修
生
受
講
番
号

氏
　
　
名

下
記
の
と
お
り
届
け
ま
す

改
　
姓

新
住
所（
ネ
ッ
ト
で
も
可
）

変
更
日

年
月

日（
　
　
　
）よ
り

年
月

日

受
　
付

受
講
証

改
姓
・
住
所
変
更
届

提
出
日
　
　
　

印

フ
リ
ガ
ナ

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
氏
名

氏

都
道

府
県

携
帯
電
話

※
住
所
変
更
「
住
所
変
更
届
」と
裏
面
シ
ー
ル
が
必
要
な
場
合
は「
返
信
用
封
筒
」（
宛
名
記
入
84
円
切
手
貼
付
）を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
改
　
　
姓
「
受
講
証
」、
「
改
姓
届
」、
「
返
信
用
封
筒（
宛
名
記
入
40
4円
切
手
貼
付
）」
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
電
話
番
号
の
み
変
更
の
場
合
、返
信
用
封
筒
は
不
要
で
す
。

（
　
　
　
　
）

T
EL

（
　
　
　
　
）

〒
－

名
印

短
期
大
学
部
図
書
館
司
書
課
程
科
目
等
履
修
生
受
講
番
号

氏
　
　
名

下
記
の
と
お
り
届
け
ま
す

改
　
姓

新
住
所（
ネ
ッ
ト
で
も
可
）

変
更
日

年
月

日（
　
　
　
）よ
り

年
月

日

受
　
付

受
講
証

〈
様
式
７
〉

〈
様
式
７
〉

キ リ ト リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ
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専

　
　
　
　
　
　門

　
　
　
　
　
　教

　
　
　
　
　
　育

　
　
　
　
　
　科

　
　
　
　
　
　目

開　　　　講　　　　科　　　　目
未修得科目に○を

付けてください

※

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

１

１

１

１

２

N142

N143

N145

N146

N147

N148

N210

N152

N210

N207

N149

N150

N153

N154

N155

15科目計

※修得済の場合は記入不用です。
※旧カリキュラム科目履修者は、読替後の新カリキュラム科目でチェックしてください。

26単位

単位数

通

　
　
　
　
　信

　
　
　
　
　科

　
　
　
　
　目

面

　
　
　接

　
　
　科

　
　
　目

生 涯 学 習 概 論

図 書 館 概 論

図 書 館 制 度 ・ 経 営 論

図 書 館 サ ー ビ ス 概 論

情 報 サ ー ビ ス 論

児 童 サ ー ビ ス 論

図 書 館 情 報 資 源 概 論

情 報 資 源 組 織 論

図 書 ・ 図 書 館 史

図 書 館 情 報 技 術 論

情 報 サ ー ビ ス 演 習 Ⅰ

情 報 サ ー ビ ス 演 習 Ⅱ

情 報 資 源 組 織 演 習 Ⅰ

情 報 資 源 組 織 演 習 Ⅱ

図 書 館 サ ー ビ ス 特 論



｝

〈様式8〉

教育訓練給付制度支給要件調査

受付印

○支給要件期間について（該当に○をつけてください。）

最終提出期限：春学期（４月）入学生　５月31日（金）（必着）　入学後より随時受付　　　　　　　秋学期（10月）入学生　11月29日（金）（必着）

○教育訓練給付制度希望調査（いずれかの該当する欄に必ず○をつけて下さい）

雇用保険の一般被保険者（在職者）

教育訓練給付金の受給要件を満たし、かつ給付金の支給を希望する

教育訓練給付金の支給要件を満たし、かつ給付金の支給を希望しない

教育訓練給付金の支給要件に該当しない

厚生労働大臣が指定した教育訓練の受講開始日において、被保険者であった期間が受講開始
日において通算3年以上の方（連続3年である必要はなく転職しても途中の空白期間が1年以
内であれば対象）または教育訓練給付金の支給を受けたことのない人に限り、教育訓練を開
始した日までの間に被保険者として雇用された期間が1年以上の方

雇用保険の一般被保険者であった方（離職者）

■受講開始日
受講開始日とは、教育訓練所定の開校日からとなります。

■支給要件期間
支給要件期間とは、受講開始日までの間に、同一の事業主の適用事業に引き続いて被保険者（一
般保険者または短期雇用特例被保険者）として雇用された期間のことをいいます。

※その被保険者資格を取得する前に、他の事業所等に雇用されるなど被保険者であったことがあ
り、被保険者の資格の空白期間が1年以内の場合には、その被保険者であった期間が通算でき
ます。

※過去に、教育訓練給付金を受給したことがある場合は、その時の受講開始日より前の被保険者
であった期間は、通算しません。このため、過去の受講開始日以降の支給要件期間が3年以上必
要になります。

受講開始日において雇用保険の一般被保険者でない方のうち、離職日の翌日以降受講開始日
までが1年以内であり、通算3年以上の雇用保険の一般被保険者期間がある方

受給要件照会の有無 有　・　無 （該当に○をつけてください。）

聖徳大学短期大学部　通信教育部　図書館司書課程

　　　　　年　　　月　　　日

受講番号 2703-24 氏　　名

キ

リ

ト

リ
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キ

リ

ト

リ



受付番号

受 付 日

年　令

性　別氏　名

フ リ ガ ナ 　　　歳

男 ・ 女

　　年　　月　　日

●学習上で質問あるいは疑問点がある場合に、その質問事項を明記して提出してください。
●太線枠内のみ記入してください。
●科目の違う質問を併記しないでください。質問内容は1科目のみに限ります。
●レポートの課題あるいは試験問題について、解答そのものを求める内容や、評価に関する問合せは受け付けません。

●この面を上にして、「文部科学省認可通信教育」の文字が見えるように封筒に入れること。
●右上1/3を開封した、第４種郵便の返信用封筒を同封してください（切手貼付のこと）。
　100gまでは15円、100gを超えるごとにプラス10円となります。

質　　問　　票

住　所
〒 電話番号

（　　　）　　　　̶

学　籍
（受　講）
番　号

質問該当科目名（正確に科目名を記入）

質問内容

回　答

回答者 返送日

（ ）質問内容を
要約し記入

文
部
科
学
省
認
可
通
信
教
育
　聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
　通
信
教
育
部
　行

文部科学省認可通信教育
聖徳大学短期大学部  通信教育部  行

《ネットでの受付も可能です》

令和６年度『学習のしおり（司書）』　　71
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切 

手 文
部
科
学
省
認
可
通
信
教
育

千
葉
県
松
戸
市
岩
瀬
５
５
０
　
５
号
館
２
階

質
問
票
在
中

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
通
信
教
育
部

〒271－8555

①送付用

〈第4種郵便の封筒について〉

開封部分（切り取る）
1/3程度

質問用紙＆返信用封筒を入れる

開封部分（切り取る）
1/3程度

切 

手 文
部
科
学
省
認
可
通
信
教
育

自
分
の
住
所

質
問
票
在
中

〒自分の郵便番号

②返信用
（折りたたんで①の封筒へ）

自
分
の
氏
名

様

短
期
大
学
部

①の裏面下部には自分の住所、受講番号、氏名を大きく明記してください。
貼り付ける切手は、100gまでは15円、100gを超えるごとにプラス10円となります。

なお、下記条件が第四種としては必要となります。
⑴中身が見える状態であること
⑵中をのぞいた状態で、「文部科学省認可通信教育」の記載が見えること

「①送付用」封筒の宛名面右端に「文部科学省認可通信教育」の文字がくるように、表面を
上にして折り、質問票と「②返信用」封筒等を入れます。



受付番号

受 付 日

年　令

性　別氏　名

フ リ ガ ナ 　　　歳

男 ・ 女

　　年　　月　　日

●学習上で質問あるいは疑問点がある場合に、その質問事項を明記して提出してください。
●太線枠内のみ記入してください。
●科目の違う質問を併記しないでください。質問内容は1科目のみに限ります。
●レポートの課題あるいは試験問題について、解答そのものを求める内容や、評価に関する問合せは受け付けません。

●この面を上にして、「文部科学省認可通信教育」の文字が見えるように封筒に入れること。
●右上1/3を開封した、第４種郵便の返信用封筒を同封してください（切手貼付のこと）。
　100gまでは15円、100gを超えるごとにプラス10円となります。

質　　問　　票

住　所
〒 電話番号

（　　　）　　　　̶

学　籍
（受　講）
番　号

質問該当科目名（正確に科目名を記入）

質問内容

回　答

回答者 返送日

（ ）質問内容を
要約し記入

文
部
科
学
省
認
可
通
信
教
育
　聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
　通
信
教
育
部
　行

文部科学省認可通信教育
聖徳大学短期大学部  通信教育部  行

《ネットでの受付も可能です》

切 

手 文
部
科
学
省
認
可
通
信
教
育

千
葉
県
松
戸
市
岩
瀬
５
５
０
　
５
号
館
２
階

質
問
票
在
中

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
通
信
教
育
部

〒271－8555

①送付用

〈第4種郵便の封筒について〉

開封部分（切り取る）
1/3程度

質問用紙＆返信用封筒を入れる

開封部分（切り取る）
1/3程度

切 

手 文
部
科
学
省
認
可
通
信
教
育

自
分
の
住
所

質
問
票
在
中

〒自分の郵便番号

②返信用
（折りたたんで①の封筒へ）

自
分
の
氏
名

様

短
期
大
学
部

①の裏面下部には自分の住所、受講番号、氏名を大きく明記してください。
貼り付ける切手は、100gまでは15円、100gを超えるごとにプラス10円となります。

なお、下記条件が第四種としては必要となります。
⑴中身が見える状態であること
⑵中をのぞいた状態で、「文部科学省認可通信教育」の記載が見えること

「①送付用」封筒の宛名面右端に「文部科学省認可通信教育」の文字がくるように、表面を
上にして折り、質問票と「②返信用」封筒等を入れます。
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切 

手 文
部
科
学
省
認
可
通
信
教
育

千
葉
県
松
戸
市
岩
瀬
５
５
０
　
５
号
館
２
階

質
問
票
在
中

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
通
信
教
育
部

〒271－8555

①送付用

〈第4種郵便の封筒について〉

開封部分（切り取る）
1/3程度

質問用紙＆返信用封筒を入れる

開封部分（切り取る）
1/3程度

切 

手 文
部
科
学
省
認
可
通
信
教
育

自
分
の
住
所

質
問
票
在
中

〒自分の郵便番号

②返信用
（折りたたんで①の封筒へ）

自
分
の
氏
名

様

短
期
大
学
部

①の裏面下部には自分の住所、受講番号、氏名を大きく明記してください。
貼り付ける切手は、100gまでは15円、100gを超えるごとにプラス10円となります。

なお、下記条件が第四種としては必要となります。
⑴中身が見える状態であること
⑵中をのぞいた状態で、「文部科学省認可通信教育」の記載が見えること

「①送付用」封筒の宛名面右端に「文部科学省認可通信教育」の文字がくるように、表面を
上にして折り、質問票と「②返信用」封筒等を入れます。



司書

司書

《第　　　　課題》

講

評

欄

・初　回
・再提出

《合・不合》

《第　　　　課題》 ・初　回
・再提出

《合・不合》

※再提出の場合は、前回の不合格の講評を、この裏面にノリ付けして貼付してください。

レポート提出票
※下段の教務控も記入してください。
※１通のレポートで１科目２課題まで提出ができます。（２科目以上、または３課題以上提出した場合は無効となります。）

※太線の枠内にもれなく記入してください

レポート提出票（教務控） ※太線の枠内にもれなく記入してください

受
講
NO.

氏

　名

職

　業

年
齢 歳

受
講
NO.

氏 

名

科
目
コ
ー
ド

科
目
名

課
題
番
号
課
題
番
号

設
題
番
号
設
題
番
号

提

　
　出
提

　
　出

評

　価

評

　価

第　　　課題

第　　　課題

第　　　設題

第　　　設題

（正確に。科目名がⅠ、Ⅱに分かれている場合はどちらであるかも必ず明記する。）（大きく正確に記入してください。）

（大きく正確に記入してください。）

初　回

再提出

初　回

再提出

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

課
題
番
号
課
題
番
号

設
題
番
号
設
題
番
号

提

　
　出
提

　
　出

評

　価

評

　価

第　　　課題

第　　　課題

第　　　設題

第　　　設題

初　回

再提出

初　回

再提出

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

科
目
コ
ー
ド

評

　価

評

　価

科
目
名

（正確に。科目名がⅠ、Ⅱに分かれている場合はどちらであるかも必ず明記する。）

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

受
付
日

返
送
日

添
削
者
印

受
付
日

返
送
日

添
削
者
印

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ リ ト リ

キ リ ト リ

キ リ ト リ

切り離し無効

切 

手 文
部
科
学
省
認
可
通
信
教
育

千
葉
県
松
戸
市
岩
瀬
５
５
０
　
５
号
館
２
階

質
問
票
在
中

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
通
信
教
育
部

〒271－8555

①送付用

〈第4種郵便の封筒について〉

開封部分（切り取る）
1/3程度

質問用紙＆返信用封筒を入れる

開封部分（切り取る）
1/3程度

切 

手 文
部
科
学
省
認
可
通
信
教
育

自
分
の
住
所

質
問
票
在
中

〒自分の郵便番号

②返信用
（折りたたんで①の封筒へ）

自
分
の
氏
名

様

短
期
大
学
部

①の裏面下部には自分の住所、受講番号、氏名を大きく明記してください。
貼り付ける切手は、100gまでは15円、100gを超えるごとにプラス10円となります。

なお、下記条件が第四種としては必要となります。
⑴中身が見える状態であること
⑵中をのぞいた状態で、「文部科学省認可通信教育」の記載が見えること

「①送付用」封筒の宛名面右端に「文部科学省認可通信教育」の文字がくるように、表面を
上にして折り、質問票と「②返信用」封筒等を入れます。
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司書

司書

《第　　　　課題》

講

評

欄

・初　回
・再提出

《合・不合》

《第　　　　課題》 ・初　回
・再提出

《合・不合》

※再提出の場合は、前回の不合格の講評を、この裏面にノリ付けして貼付してください。

レポート提出票
※下段の教務控も記入してください。
※１通のレポートで１科目２課題まで提出ができます。（２科目以上、または３課題以上提出した場合は無効となります。）

※太線の枠内にもれなく記入してください

レポート提出票（教務控） ※太線の枠内にもれなく記入してください

受
講
NO.

氏

　名

職

　業

年
齢 歳

受
講
NO.

氏 

名

科
目
コ
ー
ド

科
目
名

課
題
番
号
課
題
番
号

設
題
番
号
設
題
番
号

提

　
　出
提

　
　出

評

　価

評

　価

第　　　課題

第　　　課題

第　　　設題

第　　　設題

（正確に。科目名がⅠ、Ⅱに分かれている場合はどちらであるかも必ず明記する。）（大きく正確に記入してください。）

（大きく正確に記入してください。）

初　回

再提出

初　回

再提出

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

課
題
番
号
課
題
番
号

設
題
番
号
設
題
番
号

提

　
　出
提

　
　出

評

　価

評

　価

第　　　課題

第　　　課題

第　　　設題

第　　　設題

初　回

再提出

初　回

再提出

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

科
目
コ
ー
ド

評

　価

評

　価

科
目
名

（正確に。科目名がⅠ、Ⅱに分かれている場合はどちらであるかも必ず明記する。）

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

受
付
日

返
送
日

添
削
者
印

受
付
日

返
送
日

添
削
者
印

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ リ ト リ

キ リ ト リ

キ リ ト リ

切り離し無効
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司書

司書

《第　　　　課題》

講

評

欄

・初　回
・再提出

《合・不合》

《第　　　　課題》 ・初　回
・再提出

《合・不合》

※再提出の場合は、前回の不合格の講評を、この裏面にノリ付けして貼付してください。

レポート提出票
※下段の教務控も記入してください。
※１通のレポートで１科目２課題まで提出ができます。（２科目以上、または３課題以上提出した場合は無効となります。）

※太線の枠内にもれなく記入してください

レポート提出票（教務控） ※太線の枠内にもれなく記入してください

受
講
NO.

氏

　名

職

　業

年
齢 歳

受
講
NO.

氏 

名

科
目
コ
ー
ド

科
目
名

課
題
番
号
課
題
番
号

設
題
番
号
設
題
番
号

提

　
　出
提

　
　出

評

　価

評

　価

第　　　課題

第　　　課題

第　　　設題

第　　　設題

（正確に。科目名がⅠ、Ⅱに分かれている場合はどちらであるかも必ず明記する。）（大きく正確に記入してください。）

（大きく正確に記入してください。）

初　回

再提出

初　回

再提出

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

課
題
番
号
課
題
番
号

設
題
番
号
設
題
番
号

提

　
　出
提

　
　出

評

　価

評

　価

第　　　課題

第　　　課題

第　　　設題

第　　　設題

初　回

再提出

初　回

再提出

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

科
目
コ
ー
ド

評

　価

評

　価

科
目
名

（正確に。科目名がⅠ、Ⅱに分かれている場合はどちらであるかも必ず明記する。）

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

受
付
日

返
送
日

添
削
者
印

受
付
日

返
送
日

添
削
者
印

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ リ ト リ

キ リ ト リ

キ リ ト リ

切り離し無効

令和６年度『学習のしおり（司書）』　　79



司書

司書

《第　　　　課題》

講

評

欄

・初　回
・再提出

《合・不合》

《第　　　　課題》 ・初　回
・再提出

《合・不合》

※再提出の場合は、前回の不合格の講評を、この裏面にノリ付けして貼付してください。

レポート提出票
※下段の教務控も記入してください。
※１通のレポートで１科目２課題まで提出ができます。（２科目以上、または３課題以上提出した場合は無効となります。）

※太線の枠内にもれなく記入してください

レポート提出票（教務控） ※太線の枠内にもれなく記入してください

受
講
NO.

氏

　名

職

　業

年
齢 歳

受
講
NO.

氏 

名

科
目
コ
ー
ド

科
目
名

課
題
番
号
課
題
番
号

設
題
番
号
設
題
番
号

提

　
　出
提

　
　出

評

　価

評

　価

第　　　課題

第　　　課題

第　　　設題

第　　　設題

（正確に。科目名がⅠ、Ⅱに分かれている場合はどちらであるかも必ず明記する。）（大きく正確に記入してください。）

（大きく正確に記入してください。）

初　回

再提出

初　回

再提出

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

課
題
番
号
課
題
番
号

設
題
番
号
設
題
番
号

提

　
　出
提

　
　出

評

　価

評

　価

第　　　課題

第　　　課題

第　　　設題

第　　　設題

初　回

再提出

初　回

再提出

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

科
目
コ
ー
ド

評

　価

評

　価

科
目
名

（正確に。科目名がⅠ、Ⅱに分かれている場合はどちらであるかも必ず明記する。）

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

受
付
日

返
送
日

添
削
者
印

受
付
日

返
送
日

添
削
者
印

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ リ ト リ

キ リ ト リ

キ リ ト リ

切り離し無効
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司書

司書

《第　　　　課題》

講

評

欄

・初　回
・再提出

《合・不合》

《第　　　　課題》 ・初　回
・再提出

《合・不合》

※再提出の場合は、前回の不合格の講評を、この裏面にノリ付けして貼付してください。

レポート提出票
※下段の教務控も記入してください。
※１通のレポートで１科目２課題まで提出ができます。（２科目以上、または３課題以上提出した場合は無効となります。）

※太線の枠内にもれなく記入してください

レポート提出票（教務控） ※太線の枠内にもれなく記入してください

受
講
NO.

氏

　名

職

　業

年
齢 歳

受
講
NO.

氏 

名

科
目
コ
ー
ド

科
目
名

課
題
番
号
課
題
番
号

設
題
番
号
設
題
番
号

提

　
　出
提

　
　出

評

　価

評

　価

第　　　課題

第　　　課題

第　　　設題

第　　　設題

（正確に。科目名がⅠ、Ⅱに分かれている場合はどちらであるかも必ず明記する。）（大きく正確に記入してください。）

（大きく正確に記入してください。）

初　回

再提出

初　回

再提出

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

課
題
番
号
課
題
番
号

設
題
番
号
設
題
番
号

提

　
　出
提

　
　出

評

　価

評

　価

第　　　課題

第　　　課題

第　　　設題

第　　　設題

初　回

再提出

初　回

再提出

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

科
目
コ
ー
ド

評

　価

評

　価

科
目
名

（正確に。科目名がⅠ、Ⅱに分かれている場合はどちらであるかも必ず明記する。）

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

合　　　格 再提出

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

受
付
日

返
送
日

添
削
者
印

受
付
日

返
送
日

添
削
者
印

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ リ ト リ

キ リ ト リ

キ リ ト リ

切り離し無効
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第　　　　課題 第　　　　設題
▶提出するレポートの課題No.と設題No.および課題名（全文を原則）を転記してください。

（課題名）

第　　　　課題 第　　　　設題
（課題名）

第

　
　課
題

　第

　
　設
題

第

　
　課
題

　第

　
　設
題

参 考 文 献 欄（使用した参考文献を各課題区分別に記入してください）

※参考文献には配本した教科書も含みます

書　　　名 著者（編者）名 出版社名 発行年月日

キ

リ

ト

リ

キ リ ト リ

キ リ ト リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ リ ト リ
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第　　　　課題 第　　　　設題
▶提出するレポートの課題No.と設題No.および課題名（全文を原則）を転記してください。

（課題名）

第　　　　課題 第　　　　設題
（課題名）

第

　
　課
題

　第

　
　設
題

第

　
　課
題

　第

　
　設
題

参 考 文 献 欄（使用した参考文献を各課題区分別に記入してください）

※参考文献には配本した教科書も含みます

書　　　名 著者（編者）名 出版社名 発行年月日

キ

リ

ト

リ

キ リ ト リ

キ リ ト リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ リ ト リ
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第　　　　課題 第　　　　設題
▶提出するレポートの課題No.と設題No.および課題名（全文を原則）を転記してください。

（課題名）

第　　　　課題 第　　　　設題
（課題名）

第

　
　課
題

　第

　
　設
題

第

　
　課
題

　第

　
　設
題

参 考 文 献 欄（使用した参考文献を各課題区分別に記入してください）

※参考文献には配本した教科書も含みます

書　　　名 著者（編者）名 出版社名 発行年月日

キ

リ

ト

リ

キ リ ト リ

キ リ ト リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ リ ト リ
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第　　　　課題 第　　　　設題
▶提出するレポートの課題No.と設題No.および課題名（全文を原則）を転記してください。

（課題名）

第　　　　課題 第　　　　設題
（課題名）

第

　
　課
題

　第

　
　設
題

第

　
　課
題

　第

　
　設
題

参 考 文 献 欄（使用した参考文献を各課題区分別に記入してください）

※参考文献には配本した教科書も含みます

書　　　名 著者（編者）名 出版社名 発行年月日

キ

リ

ト

リ

キ リ ト リ

キ リ ト リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ リ ト リ
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第　　　　課題 第　　　　設題
▶提出するレポートの課題No.と設題No.および課題名（全文を原則）を転記してください。

（課題名）

第　　　　課題 第　　　　設題
（課題名）

第

　
　課
題

　第

　
　設
題

第

　
　課
題

　第

　
　設
題

参 考 文 献 欄（使用した参考文献を各課題区分別に記入してください）

※参考文献には配本した教科書も含みます

書　　　名 著者（編者）名 出版社名 発行年月日

キ

リ

ト

リ

キ リ ト リ

キ リ ト リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ リ ト リ



司書
科目終了試験　受験申込票 〈様式22〉

聖徳大学・短期大学部（通信課程）
コピーをして使用してください

氏

　名

試
験
日
会

　場

受
講
No.

年　　　　月　　　　日

科目名 科目名 科目名

科目名 科目名 科目名

科目名 科目名 科目名

科目コード：

科目コード： 科目コード： 科目コード：

科目コード： 科目コード： 科目コード：

科目コード： 科目コード： 科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

1
科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

2
科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

3
科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

4

※上記科目がレポート不合格または試験合格により受験できない場合の振替希望科目があれば下記の欄を使用し、科目名・科目コードを記入してください

司書
科目終了試験　受験申込票 〈様式22〉

聖徳大学・短期大学部（通信課程）
コピーをして使用してください

氏

　名

試
験
日
会

　場

受
講
No.

年　　　　月　　　　日

科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

1
科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

2
科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

3
科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

4

※上記科目がレポート不合格または試験合格により受験できない場合の振替希望科目があれば下記の欄を使用し、科目名・科目コードを記入してください

司書
科目終了試験　受験申込票 〈様式22〉

聖徳大学・短期大学部（通信課程）
コピーをして使用してください

氏

　名

試
験
日
会

　場

受
講
No.

年　　　　月　　　　日

科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

1
科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

2
科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

3
科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

4

※上記科目がレポート不合格または試験合格により受験できない場合の振替希望科目があれば下記の欄を使用し、科目名・科目コードを記入してください

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ リ ト リ

キ リ ト リ
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司書
科目終了試験　受験申込票 〈様式22〉

聖徳大学・短期大学部（通信課程）
コピーをして使用してください

氏

　名

試
験
日
会

　場

受
講
No.

年　　　　月　　　　日

科目名 科目名 科目名

科目名 科目名 科目名

科目名 科目名 科目名

科目コード：

科目コード： 科目コード： 科目コード：

科目コード： 科目コード： 科目コード：

科目コード： 科目コード： 科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

1
科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

2
科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

3
科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

4

※上記科目がレポート不合格または試験合格により受験できない場合の振替希望科目があれば下記の欄を使用し、科目名・科目コードを記入してください

司書
科目終了試験　受験申込票 〈様式22〉

聖徳大学・短期大学部（通信課程）
コピーをして使用してください

氏

　名

試
験
日
会

　場

受
講
No.

年　　　　月　　　　日

科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

1
科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

2
科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

3
科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

4

※上記科目がレポート不合格または試験合格により受験できない場合の振替希望科目があれば下記の欄を使用し、科目名・科目コードを記入してください

司書
科目終了試験　受験申込票 〈様式22〉

聖徳大学・短期大学部（通信課程）
コピーをして使用してください

氏

　名

試
験
日
会

　場

受
講
No.

年　　　　月　　　　日

科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

1
科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

2
科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

3
科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

4

※上記科目がレポート不合格または試験合格により受験できない場合の振替希望科目があれば下記の欄を使用し、科目名・科目コードを記入してください

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ リ ト リ

キ リ ト リ

令和６年度『学習のしおり（司書）』　　97



司書
科目終了試験　受験申込票 〈様式22〉

聖徳大学・短期大学部（通信課程）
コピーをして使用してください

氏

　名

試
験
日
会

　場

受
講
No.

年　　　　月　　　　日

科目名 科目名 科目名

科目名 科目名 科目名

科目名 科目名 科目名

科目コード：

科目コード： 科目コード： 科目コード：

科目コード： 科目コード： 科目コード：

科目コード： 科目コード： 科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

1
科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

2
科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

3
科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

4

※上記科目がレポート不合格または試験合格により受験できない場合の振替希望科目があれば下記の欄を使用し、科目名・科目コードを記入してください

司書
科目終了試験　受験申込票 〈様式22〉

聖徳大学・短期大学部（通信課程）
コピーをして使用してください

氏

　名

試
験
日
会

　場

受
講
No.

年　　　　月　　　　日

科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

1
科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

2
科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

3
科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

4

※上記科目がレポート不合格または試験合格により受験できない場合の振替希望科目があれば下記の欄を使用し、科目名・科目コードを記入してください

司書
科目終了試験　受験申込票 〈様式22〉

聖徳大学・短期大学部（通信課程）
コピーをして使用してください

氏

　名

試
験
日
会

　場

受
講
No.

年　　　　月　　　　日

科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

1
科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

2
科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

3
科目コード：

優先
順位 振替希望科目名

4

※上記科目がレポート不合格または試験合格により受験できない場合の振替希望科目があれば下記の欄を使用し、科目名・科目コードを記入してください

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ リ ト リ

キ リ ト リ
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本体価格（税込）

氏　　名

本体価格計（税込）

※送料と代引手数料は裏面を参照してください。
※教科書入荷次第の発送になります。
※購入をした教材の返品・交換は一切できません。受講が許可されてからお申込みください。

送料（税込）

代引手数料（税込）

合計金額（税込） 　①～③の合計

①

②

円

③

円

円

円

司書

受講

令和６年度『学習のしおり（司書）』　　101

キ

リ

ト

リ
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1万円未満

1万円以上 3万円未満
3万円以上 10万円未満

330円

440円
660円

880円 1,100円 1,210円 1,320円 1,430円 1,540円 1,650円

税込



キ

リ

ト

リ

〒

住　所

氏　　名 様

－（
送
付
先
）

一
、
送
金
額
と
送
金
票
の
金
額
は
過
不
足
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

一
、
送
金
の
方
法
は
必
ず
現
金
書
留
か
郵
便
定
額
小
為
替
（
無
記
名
）
に
す
る
こ
と
。

一
、
送
料
は
切
手
に
す
る
こ
と
。

一
、
住
所
・
氏
名
に
は
、
送
付
先
の
ご
自
身
の
氏
名
を
書
く
こ
と
。

一
、
参
考
教
材
は
、
価
格
が
急
変
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　最
新
号
の
在
学
生
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
の
上
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

教　　材　　名

送　　金　　票

合　　　計

送料切手合計

価　　　格

年 月 日

受講番号

学　　科 受　付

氏　　名

電話番号

〒

住　所

氏　　名 様

－（
送
付
先
）

教　　材　　名

送　　金　　票

合　　　計

送料切手合計

価　　　格

年 月 日

受講番号

学　　科 受　付

氏　　名

電話番号

〒

住　所

氏　　名 様

－（
送
付
先
）

教　　材　　名

送　　金　　票

合　　　計

送料切手合計

価　　　格

年 月 日

受講番号

学　　科 受　付

氏　　名

電話番号

〒

住　所

氏　　名

受講番号

受講番号

受講番号

受講番号

様

－（
送
付
先
）

教　　材　　名

送　　金　　票

合　　　計

送料切手合計

価　　　格

年 月 日

受講番号

学　　科 受　付

氏　　名

電話番号

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ リ ト リ
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通信教育部窓口提出物申込書 窓口提出物受領書
　　　　年　　月　　日

下記のものを、窓口にて提出いたします。

A票 B票

受講番号

□レポート・スクーリングレポート
（科目名:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□各種申込

※お手数ですがA・B票ともご記入ください。

（科目試験・スクーリング・証明書・その他）

□レポート・スクーリングレポート
（科目名:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□各種申込

※お手数ですがA・B票ともご記入ください。 受　領　印

（科目試験・スクーリング・証明書・その他）

氏　　名

受講番号

下記提出物（窓口提出）確かに受領いたしました。

記

氏　　名 様

記

通信教育部窓口提出物申込書 窓口提出物受領書
　　　　年　　月　　日

下記のものを、窓口にて提出いたします。

A票 B票

受講番号

□レポート・スクーリングレポート
（科目名:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□各種申込

※お手数ですがA・B票ともご記入ください。

（科目試験・スクーリング・証明書・その他）

□レポート・スクーリングレポート
（科目名:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□各種申込

※お手数ですがA・B票ともご記入ください。 受　領　印

（科目試験・スクーリング・証明書・その他）

氏　　名

受講番号

下記提出物（窓口提出）確かに受領いたしました。

記

氏　　名 様

記

キ リ ト リ

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ
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キ

リ

ト

リ

キ
　
リ
　
ト
　
リ

キリトリ
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災害時対応マニュアルの携帯について
「災害時対応マニュアル」を全学生に配布することとなりました。
上記 “安否確認シート（両面）” に必要事項を記入した上で、スクーリングや科目終了試験など、聖徳大学に来校の際には、
学生証もしくは受講証とともに必ず携帯してください。
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松戸駅

郵便局

九十九段

公務員住宅
跡地

郵便局

新東京病院

三菱東京
ＵＦＪ銀行

渡辺耳鼻科
みやた皮膚科

まつど眼科

松戸中央公園
ラ
イ
オ
ン
ズ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
タ
ワ
ー

花屋

三井住友銀行

バス停

本屋

そが内科

みずほ銀行

5F かとれあ眼科

西口公園

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

3号館

8号館

1号館

2号館

6号館

7号館

記念講堂

5号館

千
代
田
線・常
磐
線

新
京
成
線

西
口

東
口

聖徳大学

進藤整形外科

バス停

〶

〶

至
上
野

至
水
戸

至
津
田
沼

アトレ
生涯学習社会
貢献センター
（10号館）

（5号館2階：通信教育学務課）

大学周辺図

校舎案内図

正門

（5号館2階：通信教育学務課）

※イトーヨーカドー松戸店の開店時間（午前10時）前の、本学学生の通学路は、近隣にお住いの方に配慮して、デッキ正面脇（内）階段の使用を禁止しています。
　スクーリングや試験等開店時間（午前10時）前は、建物左手の外階段（点線）を必ず利用してください。地域と大学の良い関係を保つために、通信教育課程の
　学生の皆様のご理解とご協力をお願いします。

令和６年２月１日　　改訂初版印刷（非売品）
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